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西 ジャワ･ブリアガン地方のスンダ人農村社会における

早婚 ･多産の文化 ･社会的背景

五 十 嵐 忠 孝*

CulturalPracticesFavoringYoungAhrri&geandHighFertility:

TheCaseOfaPrianganStln血ne8eVillage,WestJava

TadatakaIGARASHI*

This report aims to establish the social･

culturalcontextsoffertilityもehaviorcommon

toethnicSundanese,whopredominatein the

PrianganHighlands,WestJava,andhavelong

beenwell･knownfortheirveryyoungmarital

ageand high fertility,in the hope thatan

understandingoffertility･related socialpercep･

tions and culturalpractices ofa particular

ethnicgroupwillprovideabasisforexplaining

regional and ethnicdifferencesin levelsand

patternsOffertilityinIndonesia.Herelwill
simplydescribe anumberofinstitutionsand

practicesinvolving the early stage of the

reproductiveperiodinwomen,i.C.,from the
attainmentofadulthoodtotheconsummation

ofthe丘rstmarriage,whichIobservedduring

丘eldworkinaPrianganSundanesevil一age.To

compare social-culturalcontextsoffertility,I

alsopresenta briefreview ofdata on the

fertility behavior ofother Indonesian etlmic

groups,particularlyofethnicJavanese,ofwhich

ratherreliabledataisavailable.Fertility･related

practices in Sundanese society are distinct

Ⅰ はじめに

西部ジャワがジャワ島の中では相対的に早

*京都大学東南アジア研究セソクー :TheCenter
forSoutheastAsianStudies,KyotoUniversity

from thoseinJavanesesocietyinmanyways.

For example:1.A considerable proportion

ofruralSundanese girlsgetmarried before

menarche,indicatlng thatmarriageability for

ruralSundanesegirlspredatesmenarche,even

though ruralSundanese residents state that

menarchesignalstheattainmentofmarrlageable

age. 2.Mostmarriages,including those of

premenarcheal girls,takeplace atthegirl's

own wish,andarenotarranged by parents
or relatives. Almostallwomen interviewed

showedastrongdislikeforarrangedmarriage

including `̀child marrlage." 3.A younger

sister is strictly forbidden to marry before

an eldersister.Thispracticenaturallyleads

to the virtual universality of marrlage at

anearlyage. 4.Consummationofmarriage,
even `̀premenarchealmarriage,"takesplaceat
averyearlystage.Thismeansthatdivorce

without consummation has rarely occurred,
eventhoughmany五rstmarriageshaveended
indivorce.

婿かつ多産地域であることはかなり以前から

気付かれていたことらしい｡今世紀の前半

(1920年および1930年)にイソドネシア (当

時,蘭領東インド)で行われたセンサス結果

は,ジャワ島の人口学的特徴として,初婿年

齢が大変若く,皆婚-の志向が強いこと,こ
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の債向は特に西部ジャワで著しく,反対に王

侯領(ヨクヤカルタとスラカルタ),マディウ

ソ,クディリなど中央 ･東部ジャワの南部で

は比較的弱いことなど,ジャワ島の出生力が

西に高く東に低いことを十分に予想させる結

果を示している [Nederlandsch･Indi台1936:

49-51]｡

このようなジャワ島における出生力の地域

間格差,あるいは民族間格差に関する調査 ･

研究は今日まで少なくないが,1)本格的な分

析は1971年のセンサスに基づくLeeJayCho

(趨利済)らによる報告書が最初であろ う｡

それによると,西部ジャワ州の女子初嬉年齢

はジャワ島全体のそれより1歳ほど低く,ヨ

クヤカルタ特別区のそれは反対に3歳ほど高

いこと,ジャワ島の出生力は西から東へ漸次

低下し,合計特殊出生率の差が約 1 (すなわ

ち生みあげた女子1人につき約1人,ただし

農村部のみの比較)であること,再生産年齢

初期の出生力 (とりわけ 15-19歳におけるそ

れ)が西部ジャワ州で著しく高く,ヨクヤカ

ルタ特別区では低いこと,など今世紀前半に

行われたセンサスが予想させる結果とよく符

合する(表 1)[Choetal.1980:59].

Lee･JayChoらはさらに県 (kabupat6n)

ごとに推計された合計特殊出生率の分析を行

い,ジャワ島の高出生力地帯は,西部ジャワ州

全域に及ぶのではなく,プリアガン地方に局

在していることを兄い出した後 [ibt'd.:61-

62],県別に計算されたコール (Coale)のイ

ンデックスを四つのカテゴリーに分類し,各

県がどのカテゴリーに含まれるかの地理的分

布を示している｡これによると,きわめて興

味深いことに,プリアガン地方とヨクヤカル

タ地方の諸県はそれぞれまとまった地域を形

成する｡すなわち,プリアガン地方一帯には

有配偶出生力の指標 (Ig)と有配偶割合の指

標 (Im)のいずれもが高水準であるカテゴリ

表1 1971年セソサスに基づく年齢別特殊出生率と合計特殊出
生率の推定値 (ただし農村部のみ)
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ジャワーマドゥラ 193 273 411日H91452
48 14 5.4

イソ ドネシア 187 282 270 208 128 58 18 5.7

資料の出所:ChoetaZ.[1976:5]

1)これらの調査は,そのいずれもが中･東部ジャ
ワ(ジャワ人)に比較した場合の西ジャワ(ス
ソダ人)の早婚･多産憤向を指摘する(例えば,
Budi[1980:40-41],Iskandar[1970:114,
137LMcNicolletal.[1983:53-55],Parsudi
etal.[1980:26],Timmer[1961:35-38],
Zuidberg[1975:34-35]など)｡また,ジャカ
ルタに居住するスソダ人系およびジャワ人系の
子孫についても,同様な傾向が観察されている
[Jul丘taetal.1980:̀47-48,60-61]｡

与94

一に含まれる諸県が

分布し,ヨクヤカル

タ特別区を含む中部

ジャワの南部一帯に

紘,有配偶出生力に

ついては同程度に高

いが有配偶割合が低

いカテゴリーに含ま

れる諸県が分布する

libid.:64-65].
ジャワ島の二つの

文化的核心域,すな

わちスソダ人の居住地であるプリアガン地方

とジャワ人の文化的中心地であるヨクヤカル

タとその近傍が,以上のように出生力構造の

点でそれぞれあるまとまりを示す事実は,出

生力構造が個別の文化 ･社会的な背景と強く

係わっていることを強く示酸する｡LeeJay
Choらはまた,有配偶割合の高い地域がプ

リアガン地方ばかりではなく,中･東部ジャ
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ワ島の北海岸一帯 (パンシール)にかけて分

布することを示してお り [ibid.:71-72],ジ

ャワ島における出生行動の背景として宗教

(イスラム教)が疑いもなく重要な要素であ

ることを窺わせる｡2)

ジャワ島における出生力構造の地域 ･民族

間格差とその文化 ･社会的背景に関する ミク

ロなレベルでの調査 ･研究は,今日まで多少

の蓄積があるとはいえ,そのほとんどがヨク

ヤカルタとその近傍で行われてきた もので

[McNicolletal.1983:56], ジャワ島に

おけるもう一つの文化的中心地であるプリア

ガン地方における同種の情報はほとんど欠落

している｡3)

このような資料的欠落を補い,出生行動の

地域 ･民族間格差についてのより精綾な考察

への端緒を兄い出すことを目的に,筆者はプ

リアガソ地方の-村落において,出生行動と

その文化 ･社会的背景について調査を続けて

きた｡ジャワ人とスソダ人はジャワ島内の近

隣集団で多くの文化的要素を共有するとはい

え,ジャワ人について一般に指摘される出生

2)スソダ人はイスラム信仰の厚い民族といわれる
[peacock 1973:100-101]｡この点では非イス
ラム的要素のより強いジャワ人とは対象的であ
るが,ただしジャワ島の北海岸一帯 (パシシー

ル)に居住するジャワ人はイスラム信仰が厚い
といわれる [Koentjaraningrat 1985:21]｡

3)プリアガン地域においてもミクロなレベルでの
出生行動の調査は,例えば, Dessy[1980],

Djuariah[1968;1981],拡etty[1979],Molly
[1971],Siti[1980],Susi[1980],Winati[1970]
などによって行われてきたが,これらのうち
Djuariah[ibid.],Winati[ibid･] などを除く
と,調査手法などの点から十分信頼に億すると
思われるものはない｡なお,西ジャワで行われた
地域医療に関するインターディシプリナリーな
調査として有名なスルポン･プロジェクトもま
た出生行動に関する多くの情報を収集している
が [Zuidberg 1975;ZuidbergeEall1977],
調査地がスソダ,マレー,ジャワ,中国系が温
位する比較的ジャカルタに近いマレー語圏であ
るため,プリアガン地方のスソダ人社会におけ
る出生行動を理解する際の直接的な参考とは出
来ない恨みがある｡

行動の諸特徴は,必ずしもスソダ人について

は当てはまらない｡たとえば,すでに予備的

な報告 [Igarashi 1985b:86;1987:19]で

指摘したように,ジャワ人社会において妊娠

間隔を決める最も特徴的な要因として従来

V.J.Hulll1980:231],Singarimbunetal.

[1976:175]等々が指摘してきた産後の性的

禁欲は,スソダ人社会においては,ジャワ人

に較べ遥かに短 く,分娩後の月経再開後もな

お性的禁欲を続ける者は極めて稀であって,

したがって産後の性的禁欲の習慣はスソダ婦

人の妊娠間隔に直接関わりを持たない｡スソ

ダ婦人の出生間隔に直接影響を及ぼすのは産

後の無月経期間であ り,より突っ込んだ出生

力研究のためには,産後の無月経期間と係わ

る授乳行動などの文化 ･社会的背景,および

母体の栄養状態などの生物 ･医学的背景の検

討が必要になろう｡

本稿の目的は,このような出生行動とその

文化 ･社会的背景の地域 ･民族間格差を明ら

かにする一環として,プリアガン地方の-村

落の事例を通して,出生力のレベルとパター

ンに関連すると思われるスソダ人社会におけ

る習慣 ･慣行を研究ノー ト的にひと渡 り概観

しておくことである｡ ただし,本稿では,女

子再生産年齢の全期間を扱 うのではなく,観

察を再生産年齢初期 (具体的にはスソダ人女

子の性的成熟が始まる年頃から最初の婚姻後

の性的結合成立まで)に限 り,この期間の高

出生力に関連付けられると恩われる習慣 ･慣

行を,主に,信頼できる資料が比較的揃って

いるジャワ人社会のそれと比較しつつ記述す

ることにしたい｡4)

4)筆者の調査地であるサラムンカル村落は,西ジ
ャワ州の州都バンドソ市の東南東にある小巴マ
ジャラヤから東南へ徒歩で約1時間40分のとこ
ろに所在する山麓村で,バンドソ県パセ-郡に
属する｡サラムソカル村落の人口･世帯数,気
象条件,生業等 に々ついてはすでに別稿 [五十
嵐1982;1984;1987;Igarashi1985a]に報告
したので,ここでは繰り返さない｡
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Ⅱ balるgをめぐって

コーランは婚姻の下限年齢を定めていない

といわれるが,イスラム社会ではコーランの

記述に基づき,ある子供が結婚可能となるの

はb豆Iigh(イン ドネシア語ではbalig)と呼ば

れる成長段階に達した時であると考えられて

いる[Hammtidah 1977.･76;Mahmou'ddin

1982:49;Maulana 1977:414-415]｡この

b孟lighはコーランの第4章第6節に言及され

ている言葉で,身体的な性的成熟を遂げる思

春期を,社会的には成人としての社会的義務

の生じる年頃と見倣される成長段階を意味す

る言葉であるという[AIIamah 1984:57-62;

Gibbetal. 1960:993;Hushes 1885:35]o

イスラム法において何歳をもってb豆Iigh に達

したとするのかに関して,様々な見解がある

らしいが [Gibbetal.1960:993],身体的な

性成熟を示す生理的現象,すなわち女の子は

初潮をもって,また男の子は最初の夢精をも

って "成人''になったと見倣す慣行はイスラ

ム諸国で広く見 られる [Indonesia 1978;

36,･Tanzil･Ur-Rahman 1978:63;Winati

1970:23]｡

さて,上記のb豆ligh はスソダ語ではbal6g

と靴るが,プリアガン地方一般におけるこの

言葉の理解は,筆者の知る限り,上記の説明

とはやや異なるので以下に述べておきたい｡

言うまでもなく村人は,ある一定の年齢をも

ってある成長段階に達したと判断するのでは

ない｡仮に,何歳以上を ｢成人｣と見倣すと
いうような決まりがあったとしても,正確な

暦年齢を知らない村人にとって,それは何の

意味も持たないであろう [Soepomo 1933:

31].村人が,bal6gに達したと判断する決め

手とするのは,立居振舞 ･身のこなし方とい

った子供の示す行動様式である｡すなわち,

村人の説明に従えば,ある子供が mangkat
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bal6g("ba16gの段階に達 した'')と判断さ

れるのは,宗教的な戒律 (1日5回の礼拝,

断食月における断食など)を守ることが出来

るようになること,不必要に泣かなくなるこ

と,他人との会話で状況に応じて丁寧言葉の

使い分け (undak･usukbasa)5)が出来るよう

になること,子守,水汲みなどの仕事を始め,

女の子であるならば,食事の支度,食器洗

い,脱穀 ･籾摺 り,掃除などの家事労働を,

男の子であるならば,薪集めなどの家事労働

のほか,林刈 り,家禽 ･家畜の世話など生産

活動に結び付く仕事を任せることが出来るよ

うになる頃とされる｡

村人が bal占g と判断する成長段階は,実

際には何歳ごろからに相当するのだろうか ?

試みに,いく人かの子供を対象に,すでに

bal6gに達しているかどうかという質問をそ

の母親に行なってみたところ,50%の子供が

bal8g と見倣されるようになる年齢(中央値)

の推定値は,女の子の場合9.1歳,男の子の場

合はこれよりわずかに遅 く9.7歳であった.6)

この年頃では女の子も男の子も何等の二次性

徴が発現していない段階であるから,子供が

mangkntba16g("bal6gの段階に達した'')

と判断する手掛かりを外見的に明らかになる

性的成熟と関連させていないことが分かる｡7)

5)話し相手が話し手よりも目上か目下であるかに
よって丁寧さの度合を変化させる習慣(待遇法)
のことで,ジャワ語のunggah･ungguhingbasa
に相当する｡
6)これらは statusquoデータの prol)it変換値
から求めた中央値の最尤推定値である｡この
statusquo法については別稿で述べた[Igara･
shi1985b;1987]｡なお,以下の表4,表6,
表8なども同様の方法による｡
7)ジャワ島住民の二次性徴の発現年齢に関する情
報を筆者はまったく知らないが,平均初潮年齢
は,先進国に較べ,かなり遅いので [IgaraShi
1985b;1987],二次性徴の発現年齢もやはり遅
いと想像される｡なお,二次性徴としてふつう
最初に認められる乳房膏期(乳房発育の第2期)
を迎える平均年齢は,先進国では,満10歳ない
し11歳である[Tanner1962:36-37コ｡
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bal6gに達した子供の重要な仕事のひとつ

は幼い弟 ･妹の子守である｡ 母親が家を留守

にすることの多い農繁期を通して,弟 ･妹の

面倒を見る子供は学校を休まなければならな

い｡サラムソカルの子供が通.5小学校には

"農繁期休み''の制度がないため,再び学校

に戻っても授業についてゆけず,農繁期を通

じて長期欠席することがしばしば中途退学の

きっかけとなる｡8)

本稿でとりあげる調査地サラムソカル村落

在住の112名の既婚婦人の最終学歴は表2の

ようになる｡ 学校へまったく通わなかった13

表2 サラムソカル村落在住112
名の既婿婦人の最終学歴

最終学歴 人数

学校-全く通わず

小学校1学年まで

小学校2学年まで

小学校3学年まで1)

小学校4学年まで

小学校5学年まで

小学校6学年まで

小学校卒業

中学校2学年まで

高等学校1学年まで

3

8

4

2

3

7

5

8

1

1

1

2

2

1

1

注1) 3年制であった村落学校
(sakolad卓sa)を卒業した
者も小数含む｡

8)この地方で農繁期に学校を休みにすることは実
際上不可能であると思われる｡というのは,別
稿 [五十嵐 1984:44-49]でも述べたように,
水田耕作は降雨の季節的多寡と関係なく行われ
ているため,農繁期は毎年異なった時期にやっ
て来るうえ,同じ学区の中でも水田耕作の周期
は集落毎に少しずつ異なり,したがって農繁期
もずれてやって来るからである｡ヨクヤカルタ
特別区の天水依存地帯である二つの県において
は学校の農繁期休みがあり,港概水が年間にわ
たって獲られる他の二つの県においてはその
ような制度が取られていないという[White
1976:292]｡

名を除 く通学体験者99名についてみると,そ

の約60%が小学校2学年から4学年までの間

で,あるいはその約85%が小学校1年から5

年までの問で中途退学している｡ ここで注意

しておくべきことは,応答者のすべてが,過

学した時にはもうとっくに ba16g に達して

いた,と述べていることである｡すなわち,

たとえ小学校 1年で退学した者でも,退学時

の実際の年齢は7- 8歳ではなく,かなりの

仕事がこなせる年頃になっていたであろうと

思われる｡ 母親が子供の年齢を正確に知らな

いこともあって,入学時の実際の年齢には相

当な幅があり,そのうえ各学年で落第する者

が少なくないため (約 18%),各学年に在籍

する学童の年齢幅は大変広く,たとえ1年生

であってもすでに ba16g に達している者が

幾人かは存在する｡9)112名の既婚婦人につい

て退学時の年齢を知ることが出来ないため,

憶測になるが,おそらく,退学時の実際の年

齢は,退学時の学年とはほとんど関係なく,

ba16gに達して間もない頃から一人前に近い

仕事がこなせるような年頃-ll-13歳-まで

に集中していると想像される｡

学校を止めた後の子供の身辺にはいくつか

の変化が生じるが,そのいずれもが ｢成人｣
となるための過渡的過程において重要な意味

を持つと思われる.その一つは宗教教育に係

わる｡小学校に入る頃から子供達は,ngaos

(または ngaji),すなわち,近くに住む guru

(イスラム教師)の元へ通い,コー ラソの読

み方を習い始める｡子供達はイスラム教師か

らコーラソの読み方を習うだけでなく,コー

ランの教えに基づいた mapatahan(訓戒)を

9)サラムソカルq)子供が通う二つの小学校の在籍
学童の場合,たとえば,2学年に在籍する者の
年齢は7歳から11歳まで,3学年のそれは8歳
から14歳までにひろがる｡また.例えは,満9
歳の学童が在籍する学年は1学年から4学年ま
で,満10歳の学童が在籍する学年もまた1学年
から4学年までにわたる[五十嵐 1982:133]｡
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受けるOこの ngaosは,毎夕 magrib(日

没時の祈りをする頃,午後6時頃)から isa

(就寝前の祈りをする頃,午後7時頃)まで

の時間帯に行われ,学校を出る頃には"修了"

するのが慣わしである｡ng80Sを "修了"す

ると,イスラム教師に替わって,親が mapa-

tahanをする番である｡親によるmapatahan

がイスラム教師のそれと違うのは,その内容

がしばしば `̀成人向け''である点で,ふつう

男の子には男親が,女の子には女親が行う｡

村人がしばしば言うように ｢結婿することは

コーランの教えに従うことであって,イスラ

ム教徒としての務めである｣というような結

婚観,あるいは性に係わる数々の禁忌,妻や

夫としての義務等々に関する教えが,村人な

ら誰でも請じているコーランの一節やスソダ

語の格言 ･諺を混じえて親から子へと伝えら

れる｡ 幼い弟 ･妹がイスラム教師のもとへ行

って不在である日没後のひとときこそが,こ

のような性に係わる教えを,間もなく性に目

覚める年頃の子供に対して諭す格好の機会と

なる｡

学校を止めて以降のもう一つの重要な変化

は,仕事の内容が成人のそれに近付くことで

あるOすなわち,ba16gの初期の段階では学

校に通いながら家事の手伝いをし,いくつか

の雑用を任されるだけであるが,学校を止め

るとともに,女の子であれは本格的に家事の

切盛りを始め,やがてすぐ下の妹 ･弟に子守

を譲ることが出来るようになると,農作業へ

も参加するようになる｡男の子の場合は農作

業だけではなく村の共同作業へも加わるよう

になる｡ 初めのうちは,賃金労働や刈取り作

業に参加しても一人前の報酬は受けられず,

せいぜい1回分の食事が与えられるだけであ

る｡女の子であれば,この頃から結婚する者

が現れ始めるが,多くの者はしばらくの期間,

現金収入の稼ぎ手として働き,その後に最初

の結婚に至る｡

598

表3-1 112名の既婚婦人が初婚以

前に従事した主要な仕事

初婚以前に従事した仕事 人数

家事労働のみ
(子守を含む)

村落及びその近傍
での賃金労働

町での賃金労働 41

学校1) 4

合 計 112

注1) これは,すべて在学中に最
初の結婚を経験した婦人で

ある｡

その様子は表3-1に見ることが出来る｡こ

の裏は112名の既婚婦人に対して初婚以前に

従事した仕事のうち主要なものを一つだけ挙

げてもらったものであるが,｢村落及びその
近傍での賃金労働｣に従事した者と ｢町での

賃金労働｣に従事した者を合わせると,全体

の約7割が初婚までに一度は現金収入の稼ぎ

手として働いた経験を有すること一になる｡

｢村落及びその近傍での賃金労働｣は,親元
に留まりながら,報酬 (賃金)を目的に他人

が耕作する水田･畑地での農作業に雇われて

農業労働に従事していた者である｡これに対

して ｢町での賃金労働｣は,村から町 (主に

マジャラヤ)まで通うか,あるいは親元を離

れて町 (主にバン ドソ)で暮らしながら日雇

い賃金労働に従事した者である｡町で賃金労

働に従事した41名のうち,34名がマジャラヤ

の紡績工場,6名がバンドンの市場,残 り1

名がバ ソドンの商店であった｡ 言うまでもな

く多くの者は,以上二つのカテゴリーのどち

らか一つではなく,いずれにも従事していた

ものと思われる｡

しばしば,ジャワ人の女は結婚彼もよく働

くが,スソダ人の女は結婚したら働かない,

と言われる [McDonald eial: 1974:5].

これは行商など直接現金収入に結び付く活動

について言われることであるが,スソダ人と
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ジャワ人のこのよう

な違いは他の調査で

も裏付けられている

[Meyer 1981:10ト

102]｡サラムソカル

においても,女が工

場,市場などで働 く

のは,結婚までのほ

ん の一時期に限 ら

れ,10)その期間は平

均 1.5年ほどに過ぎ

ない (平均値19.8カ

月)(表3-2)｡この

表3-2 初婚以前に町で
従事した仕事の

期間

期 間 人数

2.5カ月

3 カ 月

5 カ 月

1 年

13カ 月

1.5 年

2 年

3 年

4 年

1

3

4

9

1

4

9

9

1

期間に多くの者は最

初の配偶者となる者に出会い,結婚を待たず

して賃金労働を辞めるからである｡

ba16gのある段階で,乳房の発育,陰毛 ･

脇毛の発生,喉頭隆起 ･声変わ りなどの二次

性徴が発現する｡続いて身長が急激に伸びる

時期があった後,女の子であるならは初潮を

迎える｡村人の説明によれば,"性的に成熟

した,''あるいは `̀成人した''とい う意味で

ba16g とい う言葉を使 うことも決して間違い

ではないが,より正確には ahirba16g,すな

わち "ba16g期の最終段階に達した''と言 う

べきであるとい う｡11)すなわち,村人による

10)ただし,まとまった現金が必要となるルバラン
(L芭baran- 断食明けの大祭)直前などには主

婦がにわか商人となって行商をする姿が見られ
る｡また,離婚した婦人が現金収入活動に従事
するのは当然と考えられている｡

ll)筆者は当初,村人が盛んに用いる"ahirbal占g"
という言葉は,"akilbal6g"の間違いであろう
と考えていた｡というのは,標準的なスンダ語
辞典にはすべて "akilba16g"は載っているが,
`̀ahirba16g''という言葉は見当たらないからで
ある (ただし,最新のスソダ語辞典である
Eringa[1984:8]には ahirbal占gが載って
おり,｢akilba16gと同義｣となっている)Oこ
の点を改めて村人に確認してみたが,村人の語
桑には akilba16gという言葉がないらしく,
Hasan[1913:52]が｢スンダ語ではakilb816g
とはいわず,ahirbal丘gという｣と述べている

bal6g という言葉の使われ方は,標準的な辞

書等による説明よりもずっと広 く,性的成熟

に至る以前のかなりの長い期間を含んでいる

ことが分かる｡

この ahirba16g に達したと判断される決

め手は,女の子であるならば月経 (h6dまた

は kar盲sban)が始まること,男の子である

ならば最初の夢精 (ngimpikaluarcaimani,

ngimpisapat岩mon,あるいは単に ngimpi)

を経験することであるとされる｡12)サラムソ

カルにおける平均初潮年齢は,別稿でやや詳

しく報告したように,｢思い出し法｣により算

出することは不可能である [Igarashi1987:

2-3]｡したがって,本稿でとりあげる112名

の既婚婦人についての平均初潮年齢を知るこ

とは出来ない｡そこで,これとは別の集団,

すなわち調査時点において10歳から19歳であ

った女子に対し,既潮か末潮かを尋ね,この

結果から初潮年齢の中央値を算出した結果は

表 4のようになる｡ また同一の方法によりえ

られた年齢別夢精体験の有無と,初回夢精年

齢の中央値も同表に見るようである｡ すなわ

ち,50% の女子が初潮を迎える年齢は 15.2

読,50%の男子が最初の夢精を経験する年齢

は17.1歳と推定される｡

ジャワ人社会におけるのと同様に [Geertz

1961:119],スソダ人社会においても,女の

子の初潮には祝い事を伴わない｡せいぜい粥

を作って内輪の老だけで食べるだけである｡

このことは,しかし,ある女の子が初潮を迎

えたことに何の関心も払われないとい うこと

ではない｡ それどころか,誰々が初潮を迎え

ことに一致する｡なお,スソダ人社会の習慣 ･

慣行に関する従来の文献のうち,正しく"ahir
bal占g''という言葉が記載されているのは,筆者

の知る限り,Ajoeetal.[1927:62]のみであ
る｡

12)Winati[1970:23]ほ,プリアガン地方のある
村の事例として,全く同様な村人の見解を報告
している｡
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表4 初潮 (女)および夢精 (男)の年齢別体験割合,および初潮年齢中央値と初回夢精年齢

中央値の probit変換最尤推定値1)

女 男

調査時年齢 観察人数 初潮体験者(%) 調査時年齢 観察人数 夢精体験者(%)

10.0-ll.9

12.0-13.9

14.0-15.9

16.0-17.9

18.0-19.3

9

7

4

9

4

1

1

1

0(0.0)
0( 0.0)

8(57.1)

16(84.2)

14(100.0)

12.0-13.9

14.0-15.9

16.0-17.9

18.0-19.9

20.0-21.9

5

7

9

2

･4

1

0(0.0)

0( 0.0)

5(55.6)

ll(91.7)

4(100.0)

全年齢 63 38 全年齢 37 20

初潮年齢中央値のprobit変換最尤推定値 :
中 央 値 :15.2歳
標準誤差 :0.36
標準偏差 :1.51

注1) なお脚注6を参照のこと｡

たというニュースはその日のうちに村中の若

者が知るところとなるほどに,大きな関心を

持って迎えられるのが常である｡ 初潮を迎え

たということは,その娘が結婚するのに "ふ

さわしい"年頃に遷したことを意味するから

である｡

皿 結婚適齢期

インドネシアで婚姻の下限年齢を定めた婚

姻法 (Undang･UndangNo.1/1974)が成立

したのは1974年12月,魔行されたのは翌1975

年10月からである｡この婿姻法によれば,婚

姻の下限年齢は男19歳,女16歳である [V.∫.
Hull 1975:205;Susi 1980:35]｡ しか

しながら,法的な婚姫の下限年齢があるとは

いっても,婚姻の手続きをする際に本人の暦

年齢を確認する手段がないため,下限年齢以

下の婚姻を防止することにはほとんど役にた

っておらず,村社会においては,"ふさわ し

い"と考えられている年頃で多くの者が結婚

する,という実感には何ら変化がない｡

女の子の場合,多くの村人が強調するよう

に,初潮を迎えたらなるべく早い時期に結婚
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初回夢精年齢中央値のprobit変換最尤推定値 :
中 央 値 :17.1歳
標準誤差 :0.38
標準偏差 :1.20

するのが良いとされる｡ このことは,前述し

たmapatahan(訓戒)の時に親が述べる文句

からも窺うことが出来る.娘に向かって親が

諭す文句は,例えば次のようであるという｡

Man6ht6hkakaraba16g

buru･burubogaSalaki

am6hayanumangmarabankeun,

mangmak6ankeun,mangnglmahkeun.

"大人''(bal丘g)になったからには

一刻も早く夫を持ちなさい,

夫を持てば,食べさせてくれて,

服を買ってくれて,住む家もできるから｡

この決まり文句の中で使われている bal占g

は,すでに述べた ahirbal占g,すなわち初潮

を迎える年頃 (男子ならば,最初の夢精を経

験する年頃)を意味する｡

一方,男の子の場合は,ahirbal占g に達

すると結婚可能な年頃になったと見倣されて

ち,必ずしも結婿に "ふさわしい年頃''とは

考えられず,結婚相手を養ってゆけるだけの

条件が整って初めてふさわしい年頃になる,

と少なくとも村人の建前では考えられている

らしい｡男の子に向かって親が諭す時の文句
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ほ,たとえば次のようである｡

Man6ht6hkakaraba16g

geurabogapamajikan

am6hayanungalalad6nan.

Tapim6m6hwar岩g1616ngohan

ulahwakabogapamajikan

lantarankududiparaban

Jeungdipak6an.

"大人''(bal6g)になったからには

おまえも早 く妻を持ちなさい,

妻は身の回りの世話をしてくれるから｡

しかし枕添のいないことが辛 くなるまでは

早まって妻を持ってほいけない,

妻を持ったら,食べさせて,

着るものも与えなければならないぞ｡

女の子は "性に目覚めたら"出来るだけ早

く結婚しなければならないとする理由は,ほ

ぼ二つに要約することが乱来る｡ その一つ

は,初潮を迎えた女子はすでに十分に napsu

sahwat(性的欲望)を持った成熟した成人で

あり,独身でいつづけることはふしだらを犯

し,adat(慣習)を犯す危険な存在になりえ

る,とい う理由である｡ いま一つは,適齢期

に達した後なおしばらくしても配偶者を持た

ない女の子は "売れ残 り''(teupayu) と抑

稔され,当人にとって大変恥ずかしいことで

あるだけでなく,その親も社会的な非難の対

象にされる,とい う理由である｡1‡)

13)以上の様な理由づけは,Utonetal.[1977](こ
の本は,スソダの文人 (bujangga)達による結
婚に対する心構えとならわしについての書き残
しを集成･編集し,一般大衆への示針として出
版されたものらしい)にも,明瞭に述べられて
いる｡すなわち同書の｢親の子に対する義務｣
と題する章には次の様に書かれている｡｢もし
子供が`̀成人"(akilbaligh)になったなら,女の
子であれ男の子であれ,出来るだけ早く結婚さ
せるよう努めるべきである‥‥‥(中略).‥‥.

"年頃を過 ぎた未婚の女子"を意味す る

parawanjombloは蔑みのニ-アンスを含む

言葉であるが,不幸にして parawanjomblo

と形容されるようになった娘を持つ親は,や

むなく,適当な男を見つけて取 り入り,婚資

(岩maskawin),婚姻登録料 (ip盲kah)等々結

婿に際して男側が負担すべき一切の義務を娘

の親が支払ってまでして,自分の娘との結婚

を懇願する,という｡ もちろん,当人にとっ

ても親にとっても大変不名誉なこととされる

このような形式の配偶者探 し (meuli･meuli)

は,14)サラムソカルにも先例があるといわれ

るが,実際に生じることはきわめて稀なこと

である｡

女の子は `̀性甘こ目覚めたら"出来るだけ早

く結婚しなければならないという村人の指摘

に関連して,いま一つ注意して置かなければ

ならない習慣は,兄弟間における結婚の順序

である｡すなわち,同性の兄弟は,生まれた

順に結姫するものとされ,未婚の姉(兄)より

も先に妹(弟)が結婚してはならないとする習

慣である｡ この習慣はイン ドネシア全域にお

いて宗教の如何にかかわらず見られるという

が [Boerenbeker1931:70-72;Mariaetal.

1983:167-169],この習慣が実際にどの程度

の拘束力を持っているか,また男兄弟にも適

用されるかどうかは地域によりかなりの差が

なぜなら,もし急ぎ結婚させないと,その子は
性欲に耐えられず道を誤まり,その親は 〔道を
誤まった〕子供に由来する悪評と罪を負うこと
になるからである｣[ibid.:3]｡同様な理由付
けは,やはりイスラム国で早婚傾向の極めて強
いバングラデシュを始め[原1968:34;Maloney
etal.1981:84],イスラム諸国に広く見られ
るとい う [Youssef1978:78]｡
14)女の側からほ meuli･meuli,男の側からは di･
beuli･beuliと表現される｡この言葉の適訳を思
い付かないが,meuliは`̀買う,"dibeuliは"質
われる''が本来の意味である｡また,"漁網"
(sai一)という言葉に由来する nyair(̀̀捕らえ
る"),disair(̀̀描らある")という言葉で表現
されることもある｡
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あるらしい｡ジャワ人社会 [KaStO 1982a:

69]や ミナ-サ人社会 [Inkiriwang 1983:

64]においてほ妹が姉に先んじて結婚するこ

とは実際には可能であるというが,スソダ人

社会においてはこの習慣が厳格に守られてい

るとしばしば指摘される [Hasan 1913:53;

indonesia 1982:49-50;McDonald gfα7.

1974:4;Prawirasoeganda 1941:289;

Prawirasuganda 1951:241-242;Yasmine

1977:20;Zuidbergetal.1977.･80].サラ

ムンカルにおいても,この習慣は厳格に守ら

れており,今日まで妹が姉に先んじて結婚し

た例は1件も生じたことがないという｡妹に

先を越されること (karunghal)は,姉にと

って "死ぬほど辛い''(pa6heun),というの

がその理由である｡男兄弟についても,決し

て好ましいこととは考えられてはいないが,

実際にはごく少数(最近では2件)存在する｡

やむを得ぬ事情で妹 (弟)が姉 (兄)に先

んじて結婚する場合には,一定の "罰金''を

柿 (兄)に支払うか,あるいは,妹 (弟)の

結婚に先立って姉 (兄)が形式だけの結婚

(kawinkias,または kawinpany岩Iang)15)

を挙げるか,いずれかの手続きを行えばよい

とされるが,言うまでもなく本人にとっても

親にとっても大変不名誉なこととされてお

り,サラムソカルにおいては今日までそのよ

うな例が生じたことはないとい う ｡ 何人かの

婦人は,筆者の質問に答えて,仮にそのよう

な事腰になったとしたら,同じく不名誉であ

っても,実質的な結婚であるmeuli･meuliの

15)この kawinkias(または kawinpanyelang)
と呼ばれる結婿は,Asalsakawineunbag,
knjeunkawinisuk,pegatsor占("なすべきこ
とは結婚だけ,たとえ朝して,夕に別れても'')
といわれるように,妹 (弟)の結婚が可能とな

るように,柿 (冗)がまったく形だけ挙げる結

婚のことである[Prawirasoeganda1941:289;
Prawirasuganda 1951:24ト242;Yasmine
1977:20]｡ジャワ人社会にも同様な習慣があ
るかどうか筆者は知らない｡

$02

方を選ぶだろう,と述べたが,同時にそのよ

うな事態にならないうちになぜ結婚しないの

か,と意地悪な質問をした筆者に問い返す者

もいたほどで,"ふさわしい"時期に結婚しな

いことへの社会的な非難の強さを窺うことが

出来る｡ このように,結婚に "ふさわしい"

とされる期間の上限は,女の場合はすぐ下に

妹がいるかどうか,男の場合はすぐ下に弟が

いるかどうかによるところが大きいらしく,

この結果,"適齢期''の幅は,とりわけ女の子

の場合,大変短 くなる｡ 同時に,この習慣が

厳格に守られている結果として,生涯結婿し

ない者の生じる余地がほとんどなくなる｡

一方,女の子の適齢期の下限についてはど

のように考えられているのだろうか｡ジャワ

人社会においては,いわゆる ｢幼児婚｣を別

にすれば,女の子の初婚は初潮後の間もない

時期に行われるのが習わしであるという見解

が紹介されてきた (たとえば,Geertz[1961:

56,119], Mayerl1897:380-381], Tan

[1973:31]など)｡これに対して,Singarim-

bun らは,ヨクヤカルタ特別区の-村落で

の調査に基づいて,初潮以前での結婚経験を

有する婦人が少なくないことを兄い出し,従

来の見解とは一致しないことを報告している

[Singarimbuneial.1974a:70]｡

サラムンカルにおいても,女の子の"年頃"

は初潮を迎えた時点から,とする村人の見解

があることは,前章で述べたとおりである｡

しかし,改めて,村人の考える `̀結婚にふさ

わしい年頃''の開始が初潮以降に限られるの

か,あるいは初潮以前のある時期までを含む

のかを尋ねてみると,村人の答えは整合的で

ない｡というのは,少なからぬ村人が ｢初潮

を迎えた女の子が,もしまだ未婚であるなら,

それは大変恥ずかしいこと｣という見解16)を

16)Dessy[1980:61]もまた,プリアガン地方の
ある村の事例として同じような村人の見解を紹

介 している｡
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述べるが,この見解は,初潮以前における結

婚の可能性を含んだ表現であるにも拘らず,

その一方でしばしば同一の村人が,女の子の

結婚は初潮を迎えた後であるべき,とするか

らである｡ 別稿 [Igarashi 1985b:75-76]

でも触れたように,｢女の子の最初の結婚は

初潮を迎えた後であるべきか,あるいはそれ

以前でも構わないと考えるか｣との質問を

114名の既婚婦人に行なってみたところ,揺

とんどの老 (90.4%)が梼蹄なく ｢初潮後｣

と答え,そのうちの幾人かは ｢初潮前の結婚

は agama (イスラム教)が禁じている｣ と

述べたほどである｡ 筆者は,西ジャワ各地だ

けでなく,イソドネシア各地で,初潮を迎え

ていない女子の結婚は agama(イスラム教)

が禁じているという説明を幾度か耳に挟む機

会があったが,もとよりイスラムでは未潮者

の婚姻を禁じているわけではない｡17)

サラムソカルの村役人によれば,初潮以前

の女子は結婚することは出来ないとい う ｡ サ

ラムソカルにおいてほ,結婚を約束し合った

二人の男女が結婚の意志を村 (kalurahan)の

宗教係(1旨b6またはamil)に伝える時(jagrag

あるいは pinton),および郡 (kacamatan)

の宗教局 (kantorurusanagama)の宗教役

人 (naib)の前で結婚の誓いをする時 (dira･

paュan)の都合2回,花嫁となるべき者がすで

に初潮を迎えているかどうかが問われる｡こ

の時,花嫁となるべき者が未潮であれば,そ

の結婚は受け付けられない,とされる｡した

がって,村役人の側からすれば,初潮以前の

結婚は無いはずということになる｡しかし,

問われた花嫁候補が既潮であると述べさえす

17)Zuidbergetal.[1977:80]ほ,｢イスラム法
によれば,女子は初潮以前に結婚することを許

されない｣と述べているが,おそらくこれは村

人の語ったところをそのまま書いたのであろ

う｡いうまでもなくイスラム法は,一定の条件

下で,末成人 (女なら初潮以前)の結婚を認め

る [Tanzil･Ur･Rahman 1978:184]｡

ればよいのであるから,18)実際上はこの手続

きが初潮以前の婚姻の防止に役立っているわ

けではないO 初潮を迎えていない女子の結婚

を,形式的とはいえ,除去するような手続き

が取られている背景にどのような事情がある

のか筆者には分からないが,19)少なくともこ

うした手続きの存在することが村人による結

婚適齢期についての発言を縛っていると想像

することは可能である｡

以上,この章においては,村人の考える適

齢期が初潮以前をも含むかどうかに関して二

通りの見解があることを指摘するにとどめ,

次章以下で結婚の前段階である婚約,次いで

初婚が実際にどのようなタイミングで生ずる

のかに関する若干の数量データを提示しなが

ら,再びこの点に触れてみたい｡

Ⅳ 嬉約のタイミング

前章では,結婚に "ふさわしい"年頃が初

潮以後に限られるのか,あるいは初潮以前の

18)この時,末潮であるにも拘らず,既潮であるか

のように答える者が実際には少なくないという

が,他所でも同様らしい｡Zuidbergらは,西ジ
ャワ･スルポソ郡でも同様な事実のあることを

報告している [Zuidberg 1975:9;Zuidberg
etal.1977･.80]0
19)この手続きは,婚姻の下限年齢を定めた婚姻法

の施行(1975年10月)以降に始まったことではな

く,"古くから"行われてきたことであると村役

人は説明する｡バンドソ県(afdeelingBandoeng)
においては, 1921年の時点で,｢すでに古くか
ら,15歳以下の子供の結婿に際して親は特別の

許可を願い出なければならないという習慣が広

く行き渡っている｡この囁い出が認められなけ

れば,結婚は許されない｣と報告 され てい る

[CommissievoorhetAdatrecht1931:88]｡
また,1947年には,宗教大臣によって幼児婚禁

止の通達 (InstruksiMenteriAgama No.

4ノ1947)が出 されてい る [Nani1955:59;
Tanzil-Ur･Rahman 1978:65]O今日,西ジャ
ワで,婚姻の手続きに際して既潮 ･末潮を尋ね

る習慣の背景には,あるいは,以上のような事

情が関係しているのかも知れない｡
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時期をも含むのかという点になると,村人の

反応は整合的ではないことを述べた｡しかし

女の子の適齢期が初潮と深く係わっているこ

とは疑いようもなく,初婚の平均的なタイ ミ

ングは初潮からほどない頃であることが予想

できよう｡ この章では,実際にサラムンカル

において女子の初婚-至るまでのプロセスの

第一歩がどの様なタイ ミングで生じているの

かについてまとめておきたい｡

もとより,どのようなイブン トをもって初

婚に至るプロセスの第一歩と見倣すかはにわ

かに決めがたいが,ここではとりあえず,村

人の説明に従い,自他共に認める "相思相愛

の仲''(bobogohan) になることとしておこ

う｡ここで"bobogohan"の仲と認められるよ

うになるのは,以下に述べるように,男側か

らのプロポーズを女側が受けた時点からを言

うoサラムソカルにおけるプロポーズの手続

きは簡単である｡ 多くの場合,先ず男が娘を

見染めると,panglayar(二人の間をとりもつ

役を果たす人物)となってくれそうな者に近

付く｡pang】ayarとなる者は,多くの場合,

見染められた娘の男兄弟かごく近い親戚の者

であるが,当該の娘をよく知る老ならば誰で

もかまわないとされる｡ 結婚の申し込みはこ

の panglayarを通して行われる｡panglayar

の伝える結婚の申し込みを娘が受け入れる

と,panglayarはその知らせを結婚の申し

込み人に伝えるo panglayarの伝える結姫の

申し込みを娘が受け入れることを narima

salam,すなわち"(自分を見染めた男からの)

挨拶を受け取る"と言い,二 人が婚約関係

(bobogohan- 本来の意味は "相思相愛の

仲'')にあると公に知られるようになるのは

この時点からである｡20)

20)panglayarはまた娘の親へもこの知らせを伝え
るが,娘の親はすでに二人の仲に気付いている
のが普通である｡結婚が成立するかどうかは,

この時点では,分からない｡この後,男は遊び
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ジャワ人社会においては配偶者を親が決め

ることが多いといわれる [Ⅴ.∫.Hull 1975:

205-214;Singarimbunetal.1974a:68-70]O

例えば Kasto[1981:43-44]によると,ヨ

クヤカルタ特別区の-農村では全初婚の77.7

%が親(または親戚)によってアレンジされた

結婿であったという｡ また,イスラム諸国に

おいても同様であるとい う [Youssef1978:

78]｡これに対して,スソダ人社会はずっと

自由で,配偶者の選択において親の意志が働

く場面が少ないとよく言われる｡21)

サラムソカルにおいても親による配偶者の

選択 (diadu-丘du)は過去において生 じてい

る｡しかしその体験者は112名のうち6名 (こ

のうち5名は年輩の婦人,残りの1名は調査

当時20歳程度の婦人)に過ぎない｡これらを

除 くすべての婦人は,親が選んだ相手と結婚

したのではなく,自分自身が相手に出会い,

自らの意志で配偶者を決めたと答えている｡

配偶者を誰が選択したかという質問を個々

の婦人に尋ねた際に,実に多くの者が,diadu-

adumahalim teuing ("見合いをさせられ

るなんて,まっぴらごめんです'')と述べたほ

どに,親による配偶者の選択は好まれていな

い｡この債向は男についても同様である｡親

が決めた結婚をすることにこれほどまでの拒

否反応があるのは,親によって配偶者を選択

される結婚が,年端も行かないうちに結婚さ

と称して娘の親を3回まで訪ね,3回目の時,
娘の男親が訪ねて来た男に自分の娘との結婚の
意志を確認する｡この時点から二人は公式にい
いなずけ同士となる｡もし男が娘の親を訪ねて
行かなければ,男のプpポーズは iseng(から
かい)であったと見倣されるが,この時点では
正式の婚約関係が成立していないので何らの罰
則も掛けられない｡なお.以下このbobogohan
を "婿約関係"と表現する｡
21)しかしながら,Wongetal.[1985:265]は,
東南アジアの他の民族に較べた場合,スソダ人
社会のみならずジャワ人社会をも,配偶者選択
における自由のある社会としている｡
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せるいわゆる幼児姫の場合,あるいはその逆

に,適齢期をとうに過ぎてしまって急ぎ結姫

させなければならない場合など,多くの村人

表5 初めて婚約 (bobogohan)をした時,学校
を出た後であったか,在学中であったか1)

学校を出た後 ･ 婚姻の生 じた甲 )
在学中の別

1975年以前 1976年以降

学校を出た後 45 34 79

在学中 9 4 13

小学校 1年

小学校2年

小学校3年

小学校 6年

中学校 1年

不明2)

1

3

3

1

1

3

1

0

0

0

6 1 7

学校に通わず 13 0 13

合 計 73 39 112

注1) 結婚に至ったかどうかを問わず,最初の婚約

について尋ねた結果｡

2) 通学経験あるも,最初の婚約をした時に在学

中であったか,学校を出た後であったか不明

の婦人｡

3) 婚姻年の両群間で最初の婚約をした時に在学

中であったか学校を出た後であったかの別に

有意差なし｡(カイ自乗検定 :Yatesの連続
性の補正をした X2-0.279,df-1,p>0.05)0

が好ましくないと考えている結婚に限られる

からであろう｡

すでに見たように,多くの女子は小学校を

中途退学した後,一人前の稼ぎ手として働き,

その後のある時点で最初の結婚に至る｡この

過程のどの時点から結婚-のプpセスの第一

歩が始まるのだろうか ?112名の既婚婦人の

うち,99名の通学体験者について,最初の婚

約を体験した時,まだ在学中であったか,あ

るいはすでに学校を出た後であったかを見る

と (表5),多くの者は学校を出た後に最初の

婚約を体験したと述べている｡｢学校を出た

後｣とはいっても,多くの者が小学校の中途

退学者であることはすでに見た通りである｡

また,最初の婚約を経験した時すでに学校を

出た後であったとする者の中には,在学中に

非公式なプロポーズを受けるやすぐに学校を

止め,その直後に解約関係が認められたとい

うケースもかなりあると思われる｡ この質問

を行なった筆者に対して応答者のなかには,

｢bobogohan(婚約状態)となったのは学校を

止めた後であるが,男側からの最初のアプロ
ーチがあった時は,まだ在学中であった｣と
述べた者,あるいは,｢学校を出た後｣ と答

表6 婚約(bobogohan)の年齢別体験割合,および婚約年齢中央値のprobit変換最尤推定値1)

女 男

調査時年齢 観察人数 婚約体験者(%) 調査時年齢 観察人数 婚約体験者(%)

10.0-ll.9

12.0-13.9

14.0-15.9

16.0-17.9

18.0-19.9

8

7

5

6

2

1

1

1

0(0.0)

0(0.0)

9(60.0)

14(87.5)

10(83.3)

16.0-17.9

18.0-19.9

20.0-21.9

22.0-23.9

24.0-25.9

0

.4

.4
8

5

1

1

1

2(20.0)

9(64.3)

3(75.0)

6(75.0)

13(86.7)

全年齢 58 33 全年齢 51 33

女子婚約年齢中央値のprobit変換最尤推定値 :
中 央 値 :15.2歳
標準誤差 :0.47
標準偏差 :2.32

男子婚約年齢中央値のprobit変換最尤推定値 :
中 央 値 :18.9歳
標準誤差 :1.10
標準偏差 :4.99

注1) 結婚に至ったかどうかを問わず,婚約体験の有 りなしを尋ねた結果｡なお,脚注 6を参照の

こと｡
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えてから,｢在学中にも幾度かプロポーズは
受けたが,is岩ng(からかい)だった｣という

ような注釈を加えた者が少なくなかった｡お

そらく,本気ともからかいともつかないプロ

ポーズであるならば,かなりの女子が在学中

に体験していると思われる｡

最初の婚約をした時の年齢は,112名の婦

人については,残念ながら不明であるが,調

査時点で10歳から19歳までの女子,および16

歳から25歳までの男子に婚約体験の有無を尋

ねた結果は表6のようになる｡すなわち,50

%の女子が15.2歳までに,50%の男子が18･9

歳までにそれぞれ最初の婚約を体験すると推

定される｡ ここで興味深いことは,女子の最

初の解約時の平均年齢(ただし中央値)が初潮

年齢と一致することである.もちろんこれだ

けの資料では各個人についてプロポーズが初

潮以前になされたかどうかは判らない｡が,

男からの最初のアプローチを受けるのは,初

潮というイブントと時間的に趣く接近した時

点から始まると見ることは出来る｡ちなみに

男子は"性に目覚めで'(最初の夢精体験)か

ら結婚への最初のアプローチをするまでの経

過時間は平均 1.8年ということになる｡

ある者はそのまま結婚に至るが,婚約はし

ばしば破棄されるので,実際に結婚に至るま

でには数回にわたり婚約とその解消が繰 り返

されることになる｡ 婚約が解消される理由は

様々であるが,その一つは｢(婚約期間が)長
過ぎる｣ことである｡ スソダ人社会において

紘,婚約期間が長いのはよくないことである

と考えられており[Indonesia 1982:71],何

らかの事情で婚約期間が `̀長過ぎる"と,そ

のこと自体が婚約を解消する十分な理由とな

るらしい｡

112名の既婚婦人について,婚約期間を (た

だし,2回以上の婚約体験を有する婦人に

は,最初の結婚に至った婚約について)尋ね

た結果は,表7に見るように,半数の者が
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narimasalam から3カ月足らずで結婚して

おり (中央値は2.8カ月),婚約期間が大変短

いことが分かる｡婚約期間が5-6カ月以上

になると `̀長過ぎる"と考えられているらし

く,この質問をする過程でも,自分の婚約期

間を "長過ぎた''と述べた応答者は,婚約期

間が5-6カ月以上の者にしばしば見受けら

れた｡

婚約期間が "長過ぎた''理由としてもっと

もよく聞かれるのは,婚約相手 (男)の兄,

表7 婚約 (bobogohan)の期間1)

婿胸の生じた年2)
期 間

1975年以前 1976年以降

通

過

1

2
15

開

聞

日

3 週 間

1カ 月 弱

1 カ 月

1.5カ 月

2 カ 月

2.5カ 月

3 カ 月

4 カ 月

5 カ 月

6 カ 月

7 カ 月

8 カ 月

1 年

17 カ 月

1.5 年

2 年

7 年

3

2

1

2

1

6

1

1

1

8

1

6

2

1

1

2

1

4

1

7

7

2

2

4

1

4

1

1

2

1

1

1

1

7

3

1

2

1

3

1

8

1

0

1

8

6

1

1

7

1

3

3

1

合 計 62

中央値(カ月) 2.9 2.4

注1) 最初の結婿に至った婿約について尋ねた結

果｡
2) 婚姻年の両群間で婚約の期間に有意差なし｡

(Mann･Whitneyの U検定 :U-1,124.5,
E(U)-1,147,V(U)-18,820,之--0.164,
0.8650<p<0.8728,ただし両側確率)｡
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表8 結婚の年齢別体験割合,および初婿年齢中央値のprobit変換最尤推定値1)

女 男

調査時年齢 観察人数 既婚者(%) 調査時年齢 観察人数 既婚者(%)

12.0-13.9

14.0-15.9

16.0-17.9

18.0-19.9

20.0-21.9

22.0-23.9

4
1

1

6

4

3

1

1

1

1

1

0(0.0)

3(27.3)

9(81.8)

14(87.5)

ll(78.6)

12(92.3)

16.0-17.9

18.0-19.9

20.0-21.9

22.0-23.9

24.0-25.9

26.0-27.9

1

.4

.4
8

5

1

=

ーlH

HH
r=

1(14.3)

7(50.0)

3(75.0)

4(50.0)

13(86.7)

ll(100.0)

全年齢 69 49 全年齢 63 39

女子初婚年齢中央値のprobit変換最尤推定値:
中央 値:16.1歳
標準誤差 ;0.86
標準偏差 ;4.03

注1) なお脚注6を参照のこと｡

または応答老 (女)の姉が未婚であったため,

自分達の結婿を遅らさざるをえなかった,と

いう事情,あるいは反対に,婚約期間が大変

短かったのは,応答者は妹,あるいは婚約相

手の弟がすでに婚約していて,自分達の結婚

を急がなければならない事情があったとする

者が多い｡以上いずれも,既述のように,未

婿の姉 (兄)に先んじて妹 (弟)が結婚して

はならないとされているからである｡ 多くの

者が初婚に至るまでに数回の解約を経験して

いるのは,たとえ婚約が成立したとしても,

一方は結婚を急がねはならず,他方は遅らせ

なければならないというように,双方の事情

がしばしば一致しないことが,その主要な理

由であるらしい｡このように,婚約期間が短

いだけでなく,初婚に至るまでに婚約とその

破棄が繰 り返されることが多いのは,女の子

の "適齢期''と考えられている期間が短いこ

とと裏表の関係にあると言えよう｡

Ⅴ 初埠のタイミング

112名の婦人のうち正確に初婚時の年齢が

分かるのは約半数のみであるので,ここでは

男子初婚年齢中央値のprobit変換最尤推定値:
中 央 値:20.4歳
標準誤差 :0.75
標準偏差 :3.91

平均初潮年齢 (表4)や平均婚約年齢 (表6)

を求めたのと同一の方法で平均初婿年齢 (た

だし中央値)を求めてみると,女子は16.1

読,男子は20.4歳となる (表8)022)すなわ

ち,女子の場合,初潮を迎えてから初婚まで

の期間,および最初の婚豹を体払してから初

婚までの期間はいずれも約1年となり,男子

の場合は,最初の夢精経験から初姫までの期

間は約3年,最初の婚約体験から初婚までは

約 1.5年ということになる｡

前章で述べたように,女の子のある者は小

学校在学中に,多くの者は学校を止めた後の

間もない頃から`̀男のアプローチ''が始まり,

初潮を迎える年頃までに半数の者が最初の

"解約''を体験し,女の子によっては何回かの

"婚約''と破棄が繰 り返された後,最初の結婚

に至る｡では,最初の結婚をした時点は,学

校を退学 (あるいは卒業)してから何年 (何

カ月)後になるのだろうか ? 通学体験者99

名の最終学歴を二つのグループ,すなわち,

22)ただし,調査当時在村しなかった (バンドンな
どの町に居住)15名の女子を加えて計算する
と,平均初婿年齢 (ただし中央値)は17.3歳と
なる [IgaraShi 1987:8-9]｡
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表9 学校を中退 ･卒業してから婿姻 (初婿)までの経過期間と最終学歴との関係
(括孤内は%)

最 終 学 歴1)
学校を中退 ･卒業してから初婚までの経過期間 A 三上 中央値

1年未満 1年 2年 3年 4年 5年 6年以上

小学校5年以下 8(9.5)2)13(15.5) 8(9.5)18(21.4)7(8.3)9(10.7)21(25.0)84(100.0) 3.22

小学校6年以上 8(53.3)3) 0(0.0) 2(13.3) 0(0.0)2(13.3)0(0.0) 3(20.0)15(loo.0) 0.94

全 最 終 学 歴 16(16.2)4)13(13.1)10(10.1)18(18.2)9(9.1)9(9.1)24(24.2)99(100.0) 3.08

注1) 最終学歴の両群間で初婚までの経過期間に有意差あり｡(Mann･Whitneyの U検定 :U-403.5,

E(U)-630,V(U)-10,193,ヱニー2.2433,之'- -2.2684,0.0116<p<0.0119,ただし片側確率)0
2) 小学校5年在学時に結婚した者1人を含む｡
3) 小学校 6年在学時に結婚した著2人,および高校 1年在学時に結婚した老 1人を含む｡

4) 上記在学中に結婚した者合計4人を含む｡

通学体験者99名の約85%が中途退学した小学

校 1年から5年までと,小学校6年以上とに

二分して見ると (表9),最終学歴が小学校

5年以下であった者については,その半数が

学校を出てから3年ほどの間に結婚している

(中央値は3.2年)｡一方,最終学歴が小学校

6年以上であった者は,その半数が 1年足ら

ずの間に結婚しており (中央値は0.94年),

学歴の長い女子は,学校を出るや結婚を急ぐ

ととが窺われる｡ すなわち,小学校 1年から

5年までの間で中途退学した者と,比較的高

学年(とはいっても小学校6年以上であるが)

まで勉強を続けた者とでは,初婚年齢に大し

た違いがないことが予想できるし,女子の初

婚が比較的短い年齢幅の中で集中的に生じて

いることが予想される｡

すでに述べたように,女子の場合,少なく

とも建前では,初潮を迎えることが結婚適齢

期に達したと見倣される決め手となるにもか

かわらず,初潮以前での初婚体験を持つ婦人

も少なくない｡イソドネシア各地における初

婚時未潮率はす でに別稿 [Igarashi1987:

11]で報告したが,多少の改変を加えて再掲
すると表10のようになる｡ い うまでもなく,

質問の性質上,応答した婦人の中には,初婚

時に未潮であったにもかかわらず既潮であっ

たと述べた者が,いかほどかは判らないが,
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存在することを予想しなければならない｡と

はいえ,サラムソカル在住の既婚婦人 131名

については35.1%が,またその娘で既婚であ

った老51名 (その多くは村外に住む)につい

ては37.3%が初潮を迎える以前に結婚したと

答えてお り [Igarashi1985b:76-77], こ

れまでに報告のあるインドネシア各地の初婿

時未潮率としてはもっとも高率に属す る.23)

イソ ドネシアの各地においても,サラムソカ

ルほど高率ではないとはいえ,初婚時に未潮

であった者がかなりの割合で存在する024)

23)初婿時の既潮 ･末潮の別を尋ねた際には.結婿

式 (hajatpErtiknhan)が行われた時点ではな

く.法的な婚姻手続き (dirapalan)が行われた

時点で既潮であったか未潮であったかを尋ね

た｡結解式は多くの場合,法的な手続きと同日

に行われるが,しかし時として数日から数週間

遅れて行われることもあるからである｡

24)表10で引用したものの外,初婚時未潮について
次のような報告がある｡Koesnoe[1975:45

-46]ほマ ドゥラ人農村社会においても初潮以
前に結婚する女子が少なくないと述べている｡
Ⅴ.∫.Hull[1975:23]は,ヨクヤカルタ市近
郊農村での調査に基づいて,初潮以前の結婚は

以前はど一般的なものではなくなっているとし
ている｡Winati[1970:23]は,スソダ人農村
社会においてほ "時々''(adakalanya)初潮以

前に結婚する者がいると述べている｡Zuidberg
etal.[1977:80]も初潮以前の結婿が `̀幾例
かけあると報告している｡これらの報告書は,

しかし,いずれも初姫時末潮率の具体的な数字
を挙げていない｡
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表10 インドネシア各地における初婚時未潮率

(初潮以前の初婚体験を有する既婚婦人の割合)

絹 等(%) 標本数 民 族 場 所

35.1 131 ス ソ ダ 西ジャワ州,農村部1)

37.3 51 /′ 〝 〝 2)

25.6 613 ブ ギ ス 南スラウェシ州,農村部3)

23.0 7 ジ ャ ワ ヨクヤカルタ特別区,農村部4)

13.3 3,556

8.0 571

5.6 36

3.3 610

約2 601

?

ヤ
?

ソ
一

ジ

バ

ヤ
バ

スラバヤ市,都市部5)

ワ ヨクヤカルタ特別区,農村部6)

バタビア市,都市部7)

ジ
ル

-

南カリマンタン州,農村部8)

バリ州,農村部9)

約2 563 才才:;L 南スマトラ州,農村部10'

0.0 85 7 バタビア市,都市部11)

0.0 592 アチェ- アチェ-特別区.農村部12)

注1) 131名のサラムソカル在住既婚婦人｡IgaTaShi[1985b:77]

2) 上記131名の既婚婦人の娘で既婚であった老51名｡Igarasbi
[1985b:77]

3) Massuanaetal.[1983:82]
4) SingaLrimbunetal.[1974a:70]

5) スラバヤ市の1病院におけるカルテ分析oただし初潮時年齢

と初婚年齢が同じであった者を含む｡Bruno[1980:27]
6) Kasto[1982a:70;1982も:13]

7) JIタビア (現ジャカルタ)の1病院に来院した36名の初産婦

で年齢の分かる者｡スソダ,ジャワ,マ レーの都市混合住

民｡Meuleman[1937:2421]

8) Mahfudzl1982.･63-64]

9) Rimbawan[1982:85]

10) Syoib[1983:64]

ll) 7)と同一の病院に来院した初産婦で年齢の分からない者｡

Meuleman[1937:2423]

12) 昔は,初潮以前に結婚する著が,とりわけ貴族階級で,多く

見られた｡CutArian[1982:70,84]

本稿で扱われた 112名の既婚

婦人について初婚時の既潮 ･未

潮状況を示せば表11のようにな

る｡すなわち,婚姻 (初婚)と

来潮が同日であったと答えた老

2名を含めると,初婚時の未潮

率は42.9% (45/105) となる｡

すでに述べたように,婚姻の下

限年齢を定めた婚姻法が1975年

10月から施行されたので,112

名の既婚婦人を,初婚 の年が

1975年以前であった者と1976年

以降であった者との2群に分け

て,初婚時の未潮率を比較して

みると,1976年以降現在までの

最近約10年間に結婚 (初婚)し

た若い世代においてさえ,その

初婚時未潮率 (27.0%)は,こ

れまでに報告のあるイン ドネシ

ア各地の初婚時末潮率としては

もっとも高率に属すブギス人村

落とジャワ人村落のそれを上回

る(表10参照)｡とはいえ,サラ

ムソカルの初婚時未潮率は,こ

の10年間に結婚 (初婚)した若

い世代において,確かに減少し

ていることが分かる (義ll)｡

ただし,既述のように,応答

者のなかには初婚時に末潮であ

ったにもかかわらず,既潮であ

表11 婚姻年別にみた初婚時の既潮 ･未潮状況

婚 姻 の 初婚時既潮 初婚時末潮 初婚と同日 不 明 合 計 初婚時末潮率
生じた年1) (a) (ち) に来潮 (C) (d) (a十b+C+d)〔b/(a+b+C)〕

1975年以前 33(45.2) 33(45.2) 2(2.7) 5(6.8) 73(100.0) 48.5%

1976年以降 27(69.2) 10(25.6) 0(0.0) 2(5.1) 39(100.0) 27.0%

合 計 60(53.6) 43(38.4) 2(1.8) 7(6.3) 112(100.0) 41.0%

注1) 婚姻年の両群間で初婿時の既潮 ･末潮の別に有意差あり｡(カイ自乗検定 :｢初婚時既

潮｣と ｢初婚と同日に来潮｣を併合した時の X2-4.58,df-1,p<0.05).
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表12 初潮から婚姻 (初婚)までの経過期間の比較 (%)

表12-1 初婚時に既潮であった婦人について

詣 1年 2年 3年 4年 長窒 (基本豪) 習 )hE*(葦)hE 民 族 場 所

70.7 17.2 8.6 1.7 0.0 1.7 100.0(58) 0.81 0.48 ス ソ ダ

45.9 14.1 12.9 3.5 2.4 21.2 100.0(85) 2.3 0.85 7

23.9 19.2 16.8 10.2 7.1 22.9 loo.0(590) 2.8? 1.9

9.0 17.0 24.0 16.0 10.0 24.0 100.0(500) 3.2?

-･23.5- 11.8 20.6 8.8 35.3 100.0(34) 3.5?
2.2 7.6 12.6 13.6 17.1 46.9 100.0(601) 4.5?

5

2

3

2

3

4

パ ソ ジ
ヤ ー ル

エチ

?

ア

西ジャワ州,農村部1)

バクビア市.都市部2)

南カリマンタン州,
農村部3)

アチェ-特別区,農村部4)

/てタビア市,都市部5)

- リ バ リ州,農村部6)

･--･････････(データなし)･･･-･ ････････ - (525) 4･4 - ジ ャ ワ 農晶蒜71ルタ特別区,

-････-･-･･･(データなし)････- ･････.- - (552) 2･1 才君:ノL 南スマトラ州,農村即 '

注1) 西ジャワ･サラムソカル村落における筆者の調査｡

2) バタビア (現ジャカルタ)の1病院に来院 した初産婦で年齢の分からない者｡スソダ, ジャワ,マ レ
ーの混合都市住民｡Meuleman[1937:2421-2424]

3) Mahfudz[1982:64]

4) CutArian[1982:70]

5) 注2)と同一の病院に来院した初産婦で年齢の分かる者｡Meuleman[1937;242ト2424]
6) Rimbawan[1982:85]

7) Kasto[19828:70;1982b:13]

8) Syoib[1983:64]

ったと述べている者がいると予想される｡ 筆

者は,1986年に短期間サラムソカルを訪れた

際に,1983年調査の対象となった 131名の

既婚婦人の大部分に対し,再度同 じ質問を

してみたところ,1983年調査時においては

初婚時に既潮であったと答えたにもかかわら

ず,実は未潮であったと述べた婦人がかなり

存在することを兄い出した｡どうや ら,｢初
潮以前に結婚してはならない｣という建前が

あるため,面と向かって尋ねられると,未潮

であったにもかかわらず,既潮であったと答

えてしまったらしい｡そのような例は,比較

的最近に結婚した若い婦人によく見られた｡

したがって,表11においても,最近になるほ

ど,初婚時に未潮であったにもかかわらず,

既潮であったと述べている例が多く含まれて

いる可能性を考えておかなければならないだ

ろう｡

以下に,初婚時において既潮であった婦人
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と,初婚時において未潮であった婦人とに分

けて,初婚のタイミングを初潮との関係で今

少し詳しく見てみよう｡まず,初婚時におい

て既潮であった婦人について,初潮から初婚

までの経過年数を見ると,表12-1のように

なる｡サラムソカル村落の既婚婦人のうち,

初婚時に既潮であった者58名については,そ

の半数の者が初潮から半年以内に (中央値は

0.48年),70.7%の者が 1年末満で(初潮から

｢1年後｣を含めると,87.9%が 1年以内に)

最初の結婚を経験している｡ インドネシアの

他の地域と較べると,初潮後1年以内に初婚

を経験する者の割合はスソダ人社会において

もっとも多い｡

初潮からの経過時間が 1年以内において,

初婿がどのような分布で生 じるかについて

は,筆者によるものとバクビアにおけるもの

以外に資料がないが,二つの資料は,初潮後

3カ月から5カ月の頃にピークのあるかなり
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表12-2 初潮から婚姻 (初婚)までの期間が1年未満の婦人について (%)

去是 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 (毒本義) 民 族 場 所

4.7 4.7 7.0 27.9 9.3 14.0 16.3 4.7 2.3 4.7 4.7 0.0100.0(43) スソダ 西ジャワ1)

10.3 10.3 7.7 23.1 10.3 23.1 7.7 2.6 0.0 0.0 5.I 0.0100.0(39) ? /ミタビア2)

注1) 西ジャワ･サラムソカル村落における筆者の調査｡

2) バタビア (現ジャカルタ)の1病院に来院した初産婦で年齢の分からない者｡スソダ,ジャワ,マレ
ーの混合都市住民｡Meuleman[1937:242ト2424]｡

表13 初潮から婚姻 (初婚)の手続きをした日までに経験した月経回数

(ただし初婿時に既潮であった婦人のみ)

(括弧内は%)

婚 姻 の
生じた年1)

初婚までの月経回数

1回 2回 3回 4回 5回 6回 10回 多数回

1975年以前 2(6.1)ll(33.3)12(36.4)4(12.1)2(6.1)1(3.0)1(3.0)0(0.0)33(100.0) 2.8

1976年以降 4(14.8) 7(25.9) 5(18.5)4(14.8)4(14.8)1(3.7)0(0.0)2(7.4)27(100.0) 3.0

合 計 6(10.0)18(30.0)17(28.3)8(13.3)6(10.0)2(3.3)1(1.7)2(3.3)60(100.0) 2.9

注1) 婚姻年の両群間で初潮までの月経回数に有意差なし｡(Mann･Whitneyの U検定 ･.U-414,E(U)-

445.5,Ⅴ(U)-4,285, Z--0.4812,0.6242<p<0.6312,ただし両側確率)O

似た分布を示す (表12-2)｡す なわ ち,初婚

時に既潮であったと言っても,初婚のタイ ミ

ングは初潮から数えて数回 目の月経があった

頃に集中していることが予想される｡

このことを確認するために,｢最初 の結婚

をしたのは初潮か ら数えて何回の月経があっ

た後か ?｣とい う質問をしてみたところ,初
潮か ら数えて3回 目の月経が生じた時点 まで

に約半数の者が (初潮から初婚 までの月経回

数の中央値は2.9回),ほとんどの老(91.6%)

は 5回目の月経が生じた時点までに結婚 して

いる(表13)｡このパターンは最近においても

変わっていないらしく,1975年以前の婚姻 と

1976年以降の婚姻に分けて見ても,初潮から

初婚 までの月経回数にはたいした違いが見ら

れない｡すなわち,近年初潮以降に最初の結

婚をする女子の割合が 多 くな ってきてい る

(義ll)とはいえ,初潮後数回目の月経を迎え

た頃に結婚するとい うパターンには変化が生

じておらず,初潮からの月経回数が,なお,

村人の考える女子の `̀適齢期"の重要な決め

手になっているら しい｡この よ うに考 え る

と,女子の "適齢期''の幅が極めて狭いこと,

また現にその狭い "適齢期''の間で女子の最

初の結婚が集中的に生じていることの一端が

理解できるのではないだろ うか｡

次に,初潮以前に結婚 (初婚) したケース

に関連 して,注意 しておかなければならない

習慣は,いわゆる幼児婿である｡25) この幼児

婿に相当するスソダ語,kawingantungは

"吊 り下げられた結婿,''すなわち,幼 い頃に

25)幼児婿はとりわけ西ジャワに多いと言われるこ
ともある [V.∫.Hull1975:205]｡しかし.
今世紀初頭,ジャワ島とマドゥラ島で行われた

生活水準調査 (MindereWelvaart･Onderzoek)

では,ジャワ-マドゥラのはぼ全域からこの習

慣が報告されており [Mariaetal.1983:146
-155コ,また,1921年の時点で,プリアガン地
方ではこの習慣は稀であるとする報告もあ り

[CommissievoorbetAdatrecht 1931:88],
必ずしも,スソダ人社会に特徴的な習慣と見る

ことは出来ない｡
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親によって決められていた結婚,というほど

の意味であろう｡ しかし,今日,具体的にど

のような結婚形腰を指してこの言葉が使われ

るのか必ずしも明瞭ではなく,時として,初

潮以前の結婚はすべて knwingantungであ

るというような拡大解釈がされることもあ

る｡Soepomo[1933:63-64]によると幼児婚

(kinderhuwelijk)は二つの形式に分かれ,

第 1の型は,花嫁 ･花宿のいずれもが ｢未成

人｣で,花嫁 ･花婿は婚姻後も ｢成人｣する

までほ各々の親元に留まる形式の婚姻であ

る｡いま一つの型は,花嫁は ｢未成人｣であ

るが,花輪は ｢成人｣であって,この場合,

花婿は結婚とともに花嫁側の家に移り住むこ

とになるが,花嫁が ｢成人｣となるまでは性
交渉が許されない,という形式の婚姻である｡

Soepomoはこの二つの形式の うち,前者の

みを kawingantungとしている｡26)

サラムソカルにおいても kawingantung

という言葉の了解は村人により異なるらし

い｡ある村人は ｢kawingantung は昔はあ

ったが,近ごろは全くない｣と語り,また別

の村人は ｢昔はいうまでもなく,今日でさえ

kawingantungはいくらでもある｣と語る｡

サラムソカルにおいて,本人によっても,漢

た村人によっても kawingantungの体験者

と見倣されている例は,ほぼ50歳以上の婦人

に幾例か存在するが,これらは配偶者を親が

選択したと述べた婦人の一部に相当する｡ 親

(または親戚)によってアレンジされた結婚

であった点以外に,これら kawingantung

とされる例に共通しているのは,婚姻時の年

齢が10歳前後であったとされること,婚姻か

26)例えば,Djuariah[1981:110],McDonaldct
〃J.[1974:3],Mayer[1897:381]などによ
る kawingantungの説明は,いずれも Soe･
pomoの分類の第1の型に相当し.第2の型に
ついては何の説明もされていない｡なお.Boe･
renbeker[1931;48]は第 1･第2の両方を
kawingantungとしているQ
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ら初潮までの経過年数が 1年から数年であっ

たこと,婚姻後しばらくは夫と同会すること

を親に禁止されていたことなどであるが,婿

姻時に夫が "未成人''であったケースは1例

も存在しない｡実際,サラムンカルにおいて

は,花嫁 ･花婿のいずれもが "未成人"であ

る結婚はかつて生じたことがないとい うか

ら,上記 Soepomoの分類に従えば,サラム

ソカルで実際に存在したのは第2の塑のみで

あって,これを村人は kawingantungと呼

んでいることが分かる｡

この外に,本人は kawingantungの経験

ありとするにもかかわらず,他の村人によっ

ては必ずしも kawingantungの経験者とは

見倣されていない婦人が全年齢層にわたって

存在する｡これらの婦人に共通 しているの

は,婚姻時には未潮であったが,婚姻から初

潮までの経過時間はせいぜい1年であったこ

と,婚姻後すぐには性交渉を行わなかったこ

となどであるが,そのほとんどは親のアレン

ジした結婚ではなく,男側からのプロポーズ

を本人の意志 (niat)で受け入れた結婚であ

る｡このようなケースをkawingantungと

見倣すかどうか村人の意見が一致 しないの

紘,幼少時に本人 (女の子)の意志 と係わ

りなく親が決めてしまう結婚のみを kawin

gantungとする考え方から,初潮以前の結

婚をすべて kawingantungと考えるものま

で,この言葉の了解に相当な幅があるためで

あると思われる｡

このように,初潮以前の結婚といえども,

その多くは,男がプロポーズし,女が自分の

意志でそれを受けたとしているので,村人の

基準から言えば,その婦人は当時すでに結婚

するのに "ふさわしい''だけの性的成熟を遂

げ,また,配偶者選択に関する十分な判断が

出来ると見倣されるだけの年頃になっていた

と考えられる｡ 実際,初婚時に未潮であった

婦人は,多くの場合,初婿のタイミングが初
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潮と近接している｡ 婚姻(初婚)から初潮まで

の経過時間は表14-1に見るようで,初婚時に

未潮であった者のうち50%の者は3カ月以内

(中央値は2.6カ月)に,また,ほとんど(94.6

%)の者は 1年以内に初潮を迎えている｡ す

なわも,初潮以前の結婚とは言っても,実際

表14-1 婚姻 (初婿)の手続きをした日か

ら初潮までの経過期間 (ただし初

婚時に未潮であった婦人のみ)

初潮までの 婚姻の生じた年1'
経過期間

1975年以前 1976年以降

初婚 と同日

2 日

1 週 間

1 カ 月

2 カ 月

3 カ 月

5 カ 月

7 カ 月

8 カ 月

9 カ 月

1 年

3 年

2回目の結婿後

初潮無しで妊娠

不 明

合 計

2

1

1

6

.4

4

1

l

1

5

2

3

3

1

l

1

2

2

1

1

2

2

2

8

6

4

2

1

1

1

6

2

.4

3

1

10 45

中央値(カ月) 2.9 2.0 2.6

注1) 婚姻年の両群間で初潮までの経過期間に有意

差な し.(Mann･Whitneyの U検定 :U-

105,E(U)-126,V(U)-782,Zニー0.751,
0.4472<p<0.4532,ただし両側確率)0

には,二次性徴がすでに十分発 現 してい る

"間近に初潮を控えた女の子''(boboloneun)

に限られていることが分かる｡

比較の資料としては Kasto[1982a;1982b]

によるジャワ人社会 (ヨクヤカルタ特別区農

村部)における不完全資料が唯一のものであ

る(表14-2)｡これによると,初婚から初潮ま

での経過年数が2- 4年であった者が22%を

占め,サラムソカルに較べはるかに多い｡い

ずれの資料も標本数が限られているが,Kasto

[ibid.]の資料は,年少の頃に本人 (女の子)

の意志と係わりなく親が決めてしまうような

kawin gantung の出現率が,あるいはジャ

ワ人社会ではなおかなり高率であることを示

しているのかも知れない｡

以上のように,いずれの意味で kawin

gantung という言葉を使うにせ よ,実際に

サラムソカルで生じて来た初婚時未潮のケー

スのほとんどは,村人の基準から言えば,す

でに結婚するのに "ふさわしい''ほどの性的

成熟を遂げ,かつ自らの意志で結婚した,と

い う点から言っても,そして次章で見るよう

に婿姻後の性的結合が多くの場合速やかに成

立している点から言っても,幼少時に本人の

意志と係わりなく親によって決められたとい

う意味での kawingantungではない｡むし

ろ,サラムソカルにおける初婚時未潮のケー

スは,人よりもやや早めに結婚しただけであ

って,初潮以後の結婚とひと続きのものであ

ると考えておいた方がよいのではないだろう

表1… 婚姻 (初婚)の手続きをした日から初潮までの経過期間の比較

(括弧内は%)

某誌 1年 2年 3年 咋 長宝 (毒木裏) 民 族 場 所

78.4 16.2 0.0 5.4 0.0 0.0 100.0(45) スソダ 西ジャワ州,農村部1)

･･･78･0- ･･････22･0-･･･ 0･0 100･0(46) ジャワ 嘉蒜 2?ルタ特別区･

注1) 西ジャワ･サラムソカル村落における筆者の調査｡

2) Kasto[19828:70;1982b:13]
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か｡

Ⅵ 性的結合成立のタイミング

この最終章では,婚姻から第 1子を受胎す

るまでの経過時間に影響を及ぼすと考えられ

る性的結合成立のタイミングについて述べる

が,それに先だって,婚姻直後における家族

計画の受容に関して若干触れておきたい｡い

うまでもなく,今日において,家族計画を実

践するかどうかが出生力に与える影響は,甚

大だからである｡

サラムンカルの村人が近代的避妊法を始め

たのは古いことではない｡27)1975年頃からご

く一部の婦人がピルの服用を始めていたとい

うが,保健所 (pusk6smas)の指導で家族計

画事業が強化されたのはわずか数年前のこと

である｡ この事業強化の当初は,しばしば強

制的といっても過言でないような "指導''が

行われたようで,家族計画普及員の意を受け

た hanSip(民防隊員)の高圧的な `̀指導''に

泣き出す婦人を筆者自身いく度も見かける機

会があったほどであるO 家族計画が広まって

数年後の今日でも,当初はど避妊法や副作用

に対する婦人連の恐れは薄まってきたもの

の,村の婦人にとって家族計画は逃れること

の出来ない "義務"といってもよいほどに相

当徹底して行われている｡ この "義務"から

免除されるのは,出産後はば3カ月以内の

者,結核等による虚弱あるいは高血圧症など

の理由により避妊をしてはならないというお

すみっきを保健所の医師からもらって来た者

だけである｡

ところが面白いことに,第1子をまだ持た

ない新婚夫婦もまたこのような `̀義務"の免

27)西ジャワは.ジャワ島の中では.家族計画の普
及がもっとも遅れた地域であった｡その理由は

イスラム指導者の家族計画に対する否定的態度

にあったとされる [Kasto 1981:67-68]｡

614

除者として扱われており,家族計画が村に入

って以来今日まで,短期間であれ何らかの近

代的方法で避妊を行なった新婚夫婦はいな

い｡もちろん,第1子が流産であったり,あ

るいは生後間もなく死亡した場合も,家妖計

画を行わなければならないという勧告もされ

なければ,何らの圧力もかからない｡また,

すでにいく人かの子供を持つ再婚夫婦につい

ても,再婚後の第1子が生まれるまでは同様

である｡

ジャワ人とスンダ人を対象に行われた ｢子

供の価値｣についての調査によると,応答者

の民族,教育,年齢等々の属性にかかわら

ず,家族計画そのものには多くの者が賛意を

表明している一方で,第1子の出生を遅延さ

せるための家族計画の使用に対しては,賛意

を表明した者がほとんどいなかったとい う

lDarrochetal･1981:2,47,71]. Meyer

[1981:95]ほ,この理由を,第1子が生ま

れることによって当該夫婦が完全な ｢成人｣

として認知されるとい う慣行 [T.〟.Hull

1975:321]や,夫婦間の秤を子供を媒体に

して強める習慣 [Geertz 1961:136-137]

(以上いずれもジャワ人社会について)など

と関連付けているが,スソダ人社会において

も同様な習慣 ･慣行が存在す るといわれる

[Djuariah 1981:107;Hasan 1913:9]｡

サラムソカルにおいては,結婚相手を養っ

ていけるだけの条件が整ってから結婚するこ

となど,建前はともかく,実際には難しい｡

婚姻後の花嫁側の親との同居期間を終え若夫

婦が新居に移った後もなお生活費は完全に親

がかりであることが少なくなく,またこれを

特に恥ずかしいこととも思っていないらし

い｡中には,新居に移った後も,食事時にな

ると,妻は妻の親元-,夫は夫の親元へ行っ

て食事を摂っているケースすらあった｡ この

ような若夫婦に対して,非難めいたコメソト

をする村人はもちろんいるが,その一方で,

-.一
一
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.
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寛容な意見を述べる村人も少なくない｡彼ら

によれば,｢結婚したばか りの者は sawawa

(成人)とは名ばかりで,子供が出来るまで

は本当の sawawa とは言いがたい｣からで

ある｡28)自ら生活の糧を得ることがまだ出来

ないうちでも結婚することが早過ぎるとほ考

えられず,また,今だ自らの塩を得ることの

出来ない若夫婦の `̀甘え"に対して村人が寛

容であることは,一面では,napsu sahwat

(性欲)は性行為によってのみ満足させ られ

るべきものであり,性行為は"合法的な結婚''

(nikahanusah)を通じてのみ許される,

とする村人の性行為あるいは結婚に対する見

方と矛盾しない｡

しかし,最初の子供が出来ることにより,

この寛容の度合はずっと変わる｡ 子供が生ま

れることにより夫婦間が安定するとはよく言

われることで,妻方 (あるいは夫方)の親が,■

普通もっとも条件の悪い水田をこども夫婦に

収益を二分する約束で小作させる (n岩ngah)

のはどんなに早くても第1子が生まれてから

である｡ このように結婚して間もない若夫婦

にとって第1子の生まれることが大きな意味

を持つことを考えれば,結婚当初から家族計

画をさせ,第1子の出生を遅らせることは,

余りにも "非人道的"なこと,ということに

なる｡ このように,家族計画が普及した今日

においても,第1子の出生までは,人為的な

出生抑制の行われていないいわゆる自然出生

力に近い状態にある｡

ここで,自然出生力に ｢近い｣と断わった

のは,いうまでもなく,ジャワ人社会におい

ては,婚姻の成立した時点から性的結合の成

立 (consummationofmarriage)までの経

28)また,年端も行かないうちに子持ちとなった女
(男)に対しては,sawawaleutik(｢小さな成
人｣の意味)というような名称があるのも,千

供が出来ることによって sawawa(̀̀一人前'')
と見倣すという村人の考え方を示している｡

過時間が長く,また,初婚における離婚率が

高いため,性的結合が成立することなく離婚

に終わる婚姻の多いことが知られているから

である｡すなわち,意図するとしないとにか

かわらず婚姻当初の禁欲は第1子の受胎遅延

という効果を有すると考えられるが,ジャワ

人社会におけるこのような傾向は初婚年齢が

若いほど,また,親によってアレンジされた

結婿はど顧著であることがいくつかの調査に

より確認されてきた｡一方,スソダ人社会に

ついては,Zuidbergctal.[1977:97]が

ジャカルタ市の近郊農村 (スルポソ郡)にお

けるほとんどの婚姻で性的結合が遅滞なく成

立しているであろうと憶測していることを除

けば,比較すべき確かな資料は皆無である｡

以下,サラムソカルにおいても,ジャワ人社

会におけるのと同様な程度に婚姻後における

性的結合の遅延が見られるかどうかについて

述べてみ∴たい｡

スソダ人社会には,modana(あるいは

numbas)と呼ばれる婚姻後の儀式がある｡新

郎は,普通,婚姻の儀式 (hajatp岩rtiknhan)

が行われたその日から新婦側の家に移り住む

が,新郎はある一定期間新婦 と枕を共にせ

ず,寝室の扉の前で寝なければならないとさ

れる｡ このような婚姻当初の puasa(性的禁

欲)は,babaringarahr岩j岩ki,つまり｢難な

く幸運をつかむため｣であるという｡この禁

欲期間は,しかし,長すぎてもいけないとさ

れ,幾人かの村人は適当な期間を1週間 (あ

るいはその限度をせいぜい2週間まで)とす

る｡この禁欲期間が開けると,新郎側の提供

する羊を屠殺して,その肉を近隣に配る｡こ

れがmodana(あるいは numbas)と呼ばれる

儀式で,その意図は,いうまでもなく,新郎･

新婦が性的に結合したこと (geushad6an,

geussalulut)を近隣に伝えることである｡29)

29)Prawirasoeganda[1941:287],Prawirasugandaノ
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新婦が身体を許さない限り,新郎側は羊を提

供せず,したがっていつまでも modanaの

儀式は行われないことになる｡ これはもちろ

ん好ましくないことと考えられており,その

ような新婦には randab6ngsrat30)という蔑

みの言葉が投げかけられるだけでなく,新郎

側からの離縁申し立ての理由となる｡

婚姻当初における禁欲の習慣がどの程度守

られているかについて,多くの村人の意見は,

実際にはほとんど守られていないだろう,と

いう点で一致する｡ 112名の既婚婦人につい

て,婚姻 (初婚)から性的結合が成立した時

までの経過日数は表15に見るようである｡81)

同表から分かるように,婚姻後6.9日までに

50%の者が,1カ月までに92.1%の者が最初

の性的交わりを行なっている｡Singarimbun

etal.[1974b:20,31]ほ,性的結合の成立

が婚姻後2カ月以上であったものを性的結合

の遅れた婚姻と見倣した場合,性的結合が遅

滞なく成立した姫姻は全体の67.6%にすぎな

いことを報告しているが,同じ基準をサラム

ソカルに適用すると,性的結合が遅滞なく成

立した婚姻は全体の94.1%(95/101)となる｡

また,V.∫.Hull[1975:215]は,ヨクヤカル

タ市近郊農村の事例で,性的結合が1カ月未

＼[1951:236-237]によれば,スソダ人社会にお
ける婚姻当初の禁欲期間は7日間で,7日目に

hajatbatikpaturon("寝布団を裏返す'') と
呼ばれる儀式が行われてはじめて新郎 ･新婦は

交わることを許されるというが,このような儀

式はサラムンカルでは知られていない｡

30)ただし,この言葉の本来の意味は,｢夫と性的に
交わることなく離縁された女｣,あるいは｢性的

に交わることなく夫に先だたれた女｣である｡

31)表15は,結婚式 (hajatpertikahan)が行われ
た日からではなく,法的 な婚姻手続 き (dira･
palan)が行われた日から最初の性的結合が成
立した日までの経過日数を尋ねた結果である

(脚注23を参照のこと)｡なお,この表から,経
過日数不明として除いた9名の婦人は,atos
disaw占r("式を挙げた後で'),あるいは単にatos
nikahwa貞(̀̀結婚 した後で')というように,
具体的な日数(月数)で答えなかった者である｡
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表15 婚姻 (初婚)の手続きをした日から
最初の性的結合が成立した日までの

経過期間1)

初婚時における既潮 ･末潮
性的結合まで の別2)
の経過期間

初婚時既潮3) 初婚時末潮

合計

0 日(初夜) 20 7 27

1 日

2 日

通

過

通

力

カ

カ

l

l0

13

2

19

20

3

28

1

40

2

3

日

日

間

日

日

間

日

日

間

日

月

日

月

月

年

2
3

2

2

2

1

1 1

2 4

3 6

2

13 25

2

1 1

2 1 3

1 1

1 1

2 2

1 1

9 8 17

2 2

2 2

2 2

1 1 2

合 計 60 41 101

中央値(日) 6.8 7.1 6.9

平均値(日) 18.5 22.1 19.9

注1) 112名の既婚婦人の内,初婚以前に妊娠した

者 (leuirtikahのケース) 1名,婚姻以前
に同棲 していた者 (kumpulkさboの経験者)
1名,経過期間不明の老9名を除く｡

2) 初婚時における既潮 ･未潮の両群間で性的結

合までの経過期間に有意差な し｡(Mann･
Whitneyの U検定 :U-1078,E(U)-
1,230,V(U)-20,088,ヱ--1.072,0.2802
<p<0.2846,ただし両側確率)｡

3) 婚姻 (初婚)の手続きをした日と来潮が同日

であった者2名を含む｡

満に成立したものを性的結合が遅滞なく成立

した婚姫とし,これに当たるのは全体の76.1

%としている｡ この基準に従えば,サラムソ

カルにおいて,性的結合が遅滞なく成立した

婚姻は75.2% (76/101)となり, V.∫.Hull
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の報告するヨクヤカルタ市近郊農村の事例と

同程度になるが,ただし,婚姻から性的結合

までの経過時間の算術平均値は,ヨクヤ カ

ルタ市近郊農村では0.4年 であ るのに対 し

[V.∫.Hull 1975:201,216],サラムソカル

ではわずか19.9日に過ぎない｡

婚姻から性的結合成立までの経過 日数が 1

週間以上であった婦人にたいしてはその理由

を尋ねてみたが,多 くの者 は単に daisin

("恥ずかしかったから''),dasieun (̀̀恐かっ

たから")などと述べたに留まる｡そのはか,

結婚式に参加した親戚 ･知人などの客がしば

らく泊まり込んでいた,結婚式をまだ挙げて

いなかった,あるいは,結婚早々夫が町へ働

きに出てしまった,末潮であった等々の理由

を挙げた婦人が見られたが,婚姻当初におけ

る性的禁欲といった積極的な理由を挙げた婦

人は1人もいなかった｡

なお,表15から経過 日数不明として除いた

婦人9名を含めて,性的結合が成立すること

なく初婚が離婚に終わったケースはひとつも

ない｡ジャワ人社会においてほ,性的結合な

しで離婚に終わったケースは,例えば,Singa･

rimbunetal.[1974b:20]によれば全初婚

の17%,Chapon [1976:39]によれば全初

婚の18.1%であったとい う｡ サラムソカルに

おいて性的結合なしの離婚が大変稀な現象で

あることは,ジャワ人社会に較べればスソダ

人社会では性的結合なしの離婚は少ないだろ

うとする McDonaldetal.[1974:6]の憶
測を支持する｡32)

32)ここで,婚前交渉,および初婚以前の同棲につ
いて触れておきたい｡"合法的な結婚"によらな

い "同棲''(kumpulkebo- "水牛の交わり"
を意味するジャワ語)は建前として勿論許され

ないことであるが,実態としても,ジャワ人社

会 [Singarimbunetal.1974a:77-78]に較
べると,スンダ人社会でははるかに少ないらし

い｡サラムンカルにおいては,結婿以前の短期
間,近くの町で同棲生活をしていたといわれる

さて,初婚時に花嫁が末潮であった婚姻に

ついては,性的結合成立の遅延が見られるだ

ろ うか｡ジャワ人社会については,婚姻その

ものは初潮以前に行われても,初潮を迎える

までは性的交わ りが許 されない といわれ る

lCrawfurd1820:86].Singarimbuneial.
[1974b:20]や V.∫.Hull[1975:215-216]
は,性的結合の遅延 した結婚の割合が,結婚

時の年齢が若かった場合にとりわけ多 く見ら

れる33)理由を,この習慣に関連付けている｡

同様な習慣はスソダ人社会にも存在すると

いわれる [Winati 1970:23] ｡ しかしこの

習慣は,サラムンカルだけでなく,スソダ人

社会一般であまりよく守 られていない らし

い ｡

前章において筆者は,結婚を約束し合った

一組の男女が結婚の意志を村の宗教係に伝え

る時,および郡の宗教局の宗教役人の前で結

婚の誓いをする時の都合2回,花嫁となるべ

き著がすでに初潮を迎えているかどうかが問

われ,この時,花嫁となるべき者が未潮であ

れば,その結婚は受け付けられない,と述べ

1組の若夫婦を除くと,かつてそのような例が
生じたことはないという｡ただし,婚約相手と
の婿前交渉は少数ながら存在する｡婚約相手が
妊娠したと分かると直ちに正式な婚姻関係を結
ぶが,このような結婚は leuirtikah,すなわち
"結婚するのが(妊娠よりも)遅かった''といわ
れ,この表現自体が示しているように,このよ

うなケースに対する村人の態度は比較的寛容で
ある｡しかし一般に婚約期間が短いためか,
1euirtikah の例は大変少なく,本稿で扱った
112名のうちに1人,この他に2名を数えるだ
けである｡なお,表15では leuirtikahのケー
スとkumpulkeboの体験者,各1名を除いて
ある｡

33)Singarimbunetal.[1974b:31]の報告によ
れば,初婚時年齢が15歳未満であった結婚と21
歳以上であった結婚を比較すると,性的結合が

遅延した結婚および性的結合なしで離婚に終わ
った結婚の占める割合は,15歳未満の結婚では
73.4%であるのに対して,21歳以上の結婚では
14.8%に過ぎない｡
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表16 婚姻 (初婚)から初潮までの経過期間別に見た婚姻から性的結合までの経過期間
(ただし初婚時に末潮であった婦人のみ)1)

婚姻 (初婚)
から手刀潮まで

婚姻 (柳婚)から性的結合までの経過期間'l

0日 .,1 ..【 ∧‥ 1
の経過期肝 ' (iuDi) 1日 2日 3日 速間

2
･3日 品 20日 28日 ,1R カ月 1年 不明

2 日

1 週 間

1 カ 月

2 カ 月

3 カ 月

5 カ 月

l

1

2

1

7 カ 月

8 カ 月

9 カ 月

1 年 1

3 年

2回目の結婚後 1

手刀潮無しで妊娠

不 明 1

l

1

3

1

1 1

2

2

8

6

4

2

1

1

1

6

2

4

3

1

合 計 7 1 2 3 13 1 1 1 1 8 2 1 2 43

注1) 網掛け部分は,釆潮以降に性的結合が成立したケースを示す｡
2) 初潮までの経過期間と性的結合までの経過期間との間に有意な相関なし｡(Spearmanの順位相関:
結びの補正をした r.--0.0380,tニー0.2153,df-32,p>0.8,ただし両側確率)｡

ておいた｡ ところが,実はこの時,花嫁とな

るべき者が初潮を迎えていなくとも,花婿と

なるべき者が,結婚後の性的交わりをしばら

くの間 (1カ月とか2カ月とか)控えると宣

言すれば,その婚姻申請は受け入れられると

いう｡ したがって,村役人側の建前をより正

確に言えば,婚姻は初潮以前であっても行う

ことは出来るが,性的結合は初潮以前に行な

ってはならない,とい うことになる｡ しか

し,花療となる者に宣言させるというような

手続きが,初潮以前における性的交わりを予

防する効果をまったく持っていないことは言

うまでもない｡実際,初婚から最初の性的結

合までの経過日数が 1週間以上であった婦人

に対して遅延の理由を尋ねてみた際,少数な

がら未潮であったことを挙げた婦人がいるも

のの,改めて尋ねてみると性的交わりを控え

$18

たのほほんの短期間で,初潮を迎える以前に

性的結合が成立していたケースがほとんどで

ある｡

初潮以前における性的交わりを控えるべき

かどうかに関する村人の平均的見解は以下の

ようである｡ すなわち,花嫁が初潮を迎える

まで性的交わりをしてはならないとい うの

は,naib(宗教役人)の意見であって,自分

達はそれを haram (イスラムに基づく禁忌)

とも pamali(イスラムに基づかない伝統的

禁忌)とも考えてない,という｡ また,未潮

の花嫁を持った場合,結婿当初にどのくらい

の期間,禁欲するかは花婿次第であるが,1

週間とか1カ月とか枕を共にしないことはあ

っても,初潮を迎えるまで性的結合を控える

者はいない,ともいう｡

このような村人の見解は表16から確認する
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ことが出来る｡ すなわち,婚姻 (初婚)の時

点で未潮であった43名の婦人のうち (表11参

照),来潮以降に最初の性的交わりを持った

著は43名車わずか7名に過ぎず (しかも,こ

のうち4名は初婚の時点から初潮までの経過

期間がわずか1週間以内の者である),サラ

ムンカルにおいてほ初婚時に未潮であった婦

人の多くは最初の性的交わりを初潮以前で体

験していることが分かる｡

表16はまた,婚姻 (初婚)から初潮までの

経過期間が長ければ,それにしたがって婚姻

当初における性的禁欲期間も延長するという

ような傾向も示していない｡さらに,初婚時

に既潮であった婦人と末潮であった婦人に分

けて見ても,最初の性的結合を行なった日ま

での経過日数に差が見られない(表15参照)0

すなわち,婚姻時の既潮 ･未潮の違いは,婿

姻後の性的結合成立のタイ ミングに何の影響

も及ぼしていないといえる｡

スソダ婦人について見 られる以上の事実

は,ヨクヤカルタ特別区の-農村で,初婿時末

潮の婦人 176名のうち初潮を待たずに性的交

わりを行なった者はわずか7名に過ぎなかっ

たという報告 [Singarimbunetal.1974b:

20]と大変対照的で,初潮以前における性的

交わりは許されないという習慣が,ジャワ人

社会においてはよく守られていることが窺え

る-方,スソダ人社会ではまったく名目的な

ものでしかないことが分かる｡

以上までに見たように,サラムソカルにお

いてほ,ジャワ人社会についていわれるほど

の性的結合遅延の傾向は見られない｡ジャワ

人社会においてほ,親によってアレンジされ

た結婚にこの傾向が顕著であるというが,サ

ラムソカルにおいて性的結合の遅延傾向がほ

とんど見られない事実は,ほとんどの婚姻が

本人の意志でより自由に行われていることと

矛盾しない｡

V.∫.Hull[1975:216]をはじめ,Chapon

[1976:65],McNicolletal.[1983:50]*

が,出生力観察において意味のある変数とし

て採用しなければならないのは,初婚年齢で

はなく,性的結合の成立した時点の年齢であ

る,と主張しているのは,ジャワ人社会で性

的結合遅延の債向が強いからである｡ しか

し,スソダ人社会においてほ,この傾向は大

変弱いので,初婚年齢をもって性的結合が成

立する時点と見倣すことが可能と考えられ

るOむしろ,スソダ人社会においてほ初婚時

末潮の婚姻が多く,初潮以前に性的結合が成

立するのが普通であることを考えれば,スソ

ダ婦人の出生力観察に意味のある変数となる

のは初潮を迎えた時の年齢ではないだろ う

か｡

Ⅶ 残された問題- むすぴに代えて

再生産年齢初期における高出生力の社会 ･

文化的背景について検討すべき点はなお多々

あると思われるが,ここでは本文で言及出来

なかったことを2点だけ付記することで結び

に代えたい｡

その第 1点は離婚率である｡言うまでもな

く離婚率の高いことは出生力を下げる方向に

作用する｡ 西ジャワの離婚率が高いこと

は 1930年のセンサス [Nederlandsch-India

1936:50]以来今日まで変わらないが,スソ

ダ人社会における離婚は,ジャワ人社会にお

けるそれと二つの点で異なることに注意して

おいてよい｡その一つは,本文でも述べたよ

うに,性的結合が成立することなく離婚に至

るケースが,ジャワ人社会よりはるかに少な

いことである｡ もう一つは,スンダ人社会に

おける離解後の再婚が,ジャワ人社会に較べ,

より容易 ･高率に生じることである [Kasto

1981:4ト42;Nederlandsch-Indie1936:50]｡
スソダ婦人の再姫率が高いことに関しては,

現金収入活動に従うことが少ないスソダ婦人
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が離解すると,生活の粗を確保するため,す

ぐまた結婚しなければならないか らである

[McDonaldetal. 1974:5]と説明された

り,あるいは,スソダ人社会において婦人の

離婚回数が多いことは,その婦人が "魅力の

ある(女である)"ことを示す財産になるとい

った考え方が存在するからである [Tanet

al. 1970:32]というような説明がされるこ

ともある｡ 以上のようなスソダ婦人の離婚に

特徴的な二つの債向,すなわち性的結合なし

の離婿が稀であること,および再婚がより容

易に行われることの2点によって,スソダ婦

人の高い離婚率が出生力に与えるマイナスの

効果は,ある程度相殺されると予想される｡

第2点は性的禁欲である｡婚姻直後におけ

る性的禁欲についてはすでに本文で述べた通

りであるが,ここでは性的結合が成立して以

降の日常的禁欲について触れておきたい｡よ

く知られているように,ジャワ人社会には種

々の性的禁欲日があるとされている｡ このよ

うな性的禁欲がどの程度実践されているかの

確実な情報は,受胎確率と性交頻度の数理モ

デル的考察 [小林 1981:260]をする うえ

で必須であるが,ジャワ島における資料は,

筆者の知る限り,今日までない｡V.∫.Hull

[1980:226]自身そのような質問をすること

をあきらめざるをえなかったと言っている

が,筆者自身の経験でも質問をすることはで

きても,それに対する村人の応答は事実から

程遠いものしか得られない｡

スソダ人社会においても占い本 (paririm-

bon)には性的禁欲をしなければならないと

されている日が幾種類も記されてお り,漢

た,サラムソカルの村人からもそのような話

を聞くことが出来る｡ Djuariah[1968:74]

は,スソダ人社会でよく言われる禁欲日の全

てを実践したとすると,夫婦間の性的交わり

が許される日は1カ月に10日ほどにしかなら

ないと試算した上で,実際には有り得ないこ

620

ととしている｡ サラムソカルの村人の見解

ち,月経期間中,出産後40日までの禁欲など,

haram (イスラムに基づく禁忌)とされてい

るものを除けば,実際に行なっている者はほ

とんどいないであろうという点で一致する｡

ジャワ人社会で実際にどの程度性的禁欲が

行われているのかの確実な資料はないが,本

文で述べたような姫姫当初における禁欲期

間,別稿 [Igarashi1987:17-18]で述べた

ような出産後の禁欲期間など,ジャワ人社会

に比較すれば,いずれも短いか,あるいはほ

とんどないに等しいこと,さらに,村人が知

識としては持っているが実際には行われてい

ないだろうとするものが,例えば,｢妻および
夫のW岩dal(生まれた日の曜日)の晩 (1週

間に都合2晩)紘,性的禁欲をしなければな

らない｣というように,イスラム的伝統84)に

ょるものではなく,形骸化したジャワ的伝統

に基づくものであるらしいことなどから類推

することが許されれば,スソダ人社会におけ

る禁欲の実践度ははるかに低いといえそうで

ある｡このような,イスラム的伝統を除 く禁

忌の形骸化も初潮以降間もない時期における

受胎の可能性を高める一要因と考えられる｡

もとより,生物 ･医学的な性的成熟は初潮

をもって完成するわけではなく,初潮は単に

その過程のひとつにすぎない｡初潮に始まる

以後数年間の妊争力の程度とそれに影響を及

ぼす栄養状態を初めとする健康状態について

も言及すべきであるが,現段階で筆者はそれ

らを検討するだけのデータを持たない｡

34)ヒン ドゥー社会などに較べると,イスラム社会

においては,儀礼的禁欲 (ただし,月経期間中,

出産後40日までの禁欲などharamとされている
ものを除く)は一般的でないといわれる[Kirk
1966:573]｡
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